
氷
が

と
け
て

家
の
ま
わ
り
は

海
に

な
っ
ち
ゃ
う
ネ

で
も

そ
し
た
ら

お
ま
か
せ

９
月
に

な
っ
て
も

暑
い
の

ま
い
っ

ち
ゃ
う
な

ぜ
ん
ぜ
ん

涼
し
く
な
ら
ん

ゲ
プ

い
つ
も

泳
げ
て

涼
し
い
ぞ

と
う
ち
ゃ
ん

オ
ー

白
ク
マ
発
見

す
ご
い
の
ー

地
球
温
暖
化
か

北
極

の氷
も

と
け
て

な
く
な
る

ち
ゅ
う
し

※この物語はフィクションです。あしからず

新新ガッツだ
おまかせくん!
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大切な人の思い出を胸に
今在家で精霊流し

　

国
東
町
富
来
浦
の
萬
弘
寺
に
伝
わ
る
桧
材

に
よ
る
寄
木
造
の
如
来
坐
像
で
、
像
高
は
八

〇
・
八
㎝
に
な
り
ま
す
。
胎
内
に
墨
書
銘
が

あ
り
、
こ
の
像
は
文
和
三
年
（
一
三
五
四

年
）
に
、
富
来
忠
茂
ほ
か
富
来
一
族
の
願
主

に
よ
り
造
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

頭
上
に
高
く
髻
（
も
と
ど
り
）
を
結
っ
て

冠
台
を
戴
い
て
い
ま
す
。
こ
の
部
分
は
以
前

に
損
失
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
10
年
度
に

保
存
修
理
を
行
っ
た
時
に
復
元
を
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
仏
像
の
保
存
修
理
に
は
専

門
的
技
術
や
実
績
の
あ
る
業
者
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
こ
の
時
は
仏
像
を
京
都
ま
で
搬
送

し
、
京
都
の
業
者
が
補
修
し
ま
し
た
。

国
東
町 「
木
造
釈
迦
如
来
坐
像
」

県
指
定
有
形
文
化
財

◆
県
内
の
市
町
村
対
抗
の
ふ
る
さ
と
自

慢
の
手
作
り
Ｃ
Ｍ
コ
ン
ク
ー
ル「
第
５
回

大
分
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」に
国
東
市
か

ら
も
出
品
し
ま
し
た
。今
回
の
Ｃ
Ｍ
は
30

秒
の
作
品
で
、企
画・演
出・撮
影・編
集
な

ど
全
て
市
職
員
の
手
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、撮
影
に
あ
た
り
、安
岐
町
諸
田
区

の
村
上
区
長
さ
ん
、諸
田
御
田
植
祭
保
存

会
、銀
た
ち
の
郷
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、無
事
撮
影
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。な
お
、大
賞
を
決
定
す
る
番
組
の
収

録
が
９
月
19
日
、放
送
は
11
月
12
日
の
予

定
で
す
が
、収
録
に
先
立
っ
て
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
投
票
が
９
月
７
日
か
ら
17
日
ま

で
、Ｏ
Ａ
Ｂ
大
分
朝
日
放
送
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
行
わ
れ
ま
す
。投
票
の
結
果
も

審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、皆
さ
ん

の
投
票
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
田
川
）

今月の表紙は、８月16日㈭に国東町今在
家区で行われた精霊流し。小麦わらで編
んだ「極楽丸」を曳いて区内を回り、王
子ヶ浜で読経した後、舟に火がつけられ、
供養に集まった遺族や夕涼みに訪れた皆
さんが精霊を見送りました。

いにしえの宝を
未来につなぐ

仏の里くにさき

Number 018 9  2007 SEPTEMBERNumber 018 9  2007 SEPTEMBER

国東市の将来に向けた
水田農業施策 ２

国東市の
市花・市木・市鳥が決定 10
まちの話題 12
保健のページ 23
くらしの情報コーナー 24

国東市の将来に向けた
水田農業施策 ２

国東市の
市花・市木・市鳥が決定 10
まちの話題 12
保健のページ 23
くらしの情報コーナー 24
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水
田
農
業
の
現
状
と
課
題

　

国
東
市
の
水
田
農
業
は
戦
後
、
ほ
と

ん
ど
の
家
が
農
家
で
あ
っ
た
く
ら
い

大
々
的
な
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
が
、
近

年
で
は
、
担
い
手
不
足
・
後
継
者
不
足

が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
過
疎
化
・

高
齢
化
が
進
み
、
農
業
就
労
人
口
が
減

少
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
少
子
化
に
よ

り
、
補
助
的
な
労
働
力
も
少
な
く
な

り
、
機
械
化
に
よ
り
省
力
化
が
進
ん
だ

と
は
い
え
労
働
力
の
確
保
に
つ
い
て
は

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
収
穫
が
天
気
に
よ
っ
て
大
き

く
左
右
さ
れ
る
た
め
、
経
営
（
収
入
）
に

安
定
性
が
な
い
こ
と
も
後
継
者
不
足
の

大
き
な
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
農
業
政
策
の
転
換
や
前
述
し
た

理
由
等
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
が
こ
れ

以
上
増
え
な
い
よ
う
な
（
あ
る
い
は
解

消
す
る
）
農
業
行
政
も
課
題
で
す
。

　

国
東
市
の
基
幹
産
業
は
、
農
業
を
中
心
と
す
る
第
一
次
産
業
で
す
。
そ
の

中
で
も
特
に
農
業
の
浮
き
沈
み
は
、
国
東
市
勢
発
展
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
今
月
号
で
は
、
国
東
市
の
水
田
農
業
を
と
り

ま
く
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

国東市の
将来に向けた
国東市の
将来に向けた

国東市の農業組織・認定農業者等の状況 （8月20日現在）

※現在検討中の集落あり

町　名 地区名 名　　　称

国見町

国東町

武蔵町

安岐町

浦　　手
竹田津干拓
見　　地
吉　　木
山　　吹
下治郎丸
池 ノ 内
中　　園
山　　口
糸　　永

うらて
竹田津干拓
見地生産組合
よしき
山吹営農組合
国東さんらいずふぁーむ
いけのうち
中園営農組合
山口生産組合
いとなが

農
業
政
策
の
転
換
に
対
す
る

市
の
対
応

　

合
併
を
は
さ
ん
だ
、
平
成
17
年
度
か

ら
18
年
度
に
か
け
て
、
旧
町
ご
と
に
農

家
へ
の
説
明
会
を
開
き
、
集
落
単
位
で

自
分
の
集
落
の
将
来
に
つ
い
て
（
農
業

を
ど
う
す
る
か
）
話
し
合
い
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
結
果
大
き
く
次
の
３

つ
の
パ
タ
ー
ン
が
選
択
さ
れ
ま
し
た
。

①
　

集
落
の
中
で
こ
れ
か
ら
の
担
い
手

（
認
定
農
業
者
）
を
選
定
し
、
そ
の

農
家
に
農
地
を
集
積
し
て
将
来
の
集

落
の
農
業
を
担
っ
て
も
ら
う
。

②
　

集
落
の
中
の
農
家
・
地
権
者
で
作

ら
れ
た
組
織
（
農
事
組
合
法
人
・
特
定

農
業
団
体
ま
た
は
同
様
の
要
件
を
満

た
す
組
織
）
に
農
地
を
集
積
し
て
将

来
の
集
落
の
農
業
を
担
っ
て
も
ら
う
。

③
　

今
ま
で
ど
お
り
個
人
で
管
理
す
る
。

※

集
落
の
中
に
は
①
と
②
が
融
合
す
る

集
落
も
あ
り
ま
す
。

農事組合法人（集落営農型）

町　　名 人　数
国　見　町
国　東　町
武　蔵　町
安　岐　町
合　計

49
129
51
106
335

認定農業者数

地　区　名 協 定 数
国 見 地 区
国 東 地 区
武 蔵 地 区
安 岐 地 区
合    計

10
26
6
17
59

協定参加者（戸）
375
460
195
716
1,746

面　積（㎡）
1,391,273
1,452,579
1,032,564
4,918,044
8,794,460

交付金額（円）
14,816,693
21,339,551
13,000,109
59,647,805
108,804,158

平成18年度  中山間地域等直接支払地区集計表

町　名 地区名 名　　　称

国東町

武蔵町

安岐町

長　　野
浜　　陽
寺　　山
富　　来
下 成 仏
中　　田
北　　江
立　　野
原

小　　城
三 井 寺
志 和 利
下 山 口
朝来地区

長野営農組合
浜陽営農生産組合
寺山営農生産組合
富来営農組合
下成仏営農組合
中田営農組合
北江営農組合
立野営農組合
原営農組合
小城営農組合
なのはなの郷  三井寺
志和利営農組合
下山口営農組合
あさぎり営農組合

任意の集落営農組織

水田農業施策水田農業施策
認
定
農
業
者
制
度
と
は

　

農
業
経
営
者
が
作
成
す
る
農

業
経
営
改
善
計
画
書
（
５
年
後

の
農
業
経
営
の
目
標
）
の
内
容

が
、
市
町
村
が
策
定
す
る
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
基
本
構
想

に
照
ら
し
て
適
当
と
認
め
ら
れ

た
場
合
に
、
そ
の
計
画
の
認
定

を
行
う
と
と
も
に
、
計
画
の
実

現
の
た
め
に
支
援
を
行
っ
て
い

く
制
度
で
す
。
農
業
経
営
改
善

計
画
の
認
定
を
受
け
た
農
業
経

営
者
を
「
認
定
農
業
者
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
専
門
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
と
は

　

こ
の
制
度
は
、
中
山
間
地
域
等
（
山
間
部

や
山
間
に
至
る
途
中
の
傾
斜
の
多
い
地
域
）

に
お
い
て
生
産
条
件
の
不
利
な
農
地
を
耕
作

す
る
方
々
等
が
、
５
年
間
に
わ
た
り
農
地
を

適
切
に
管
理
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
こ
と

（
協
定
の
締
結
）
を
条
件
に
、
農
地
の
生
産
条

件
、
耕
作
面
積
に
応
じ
た
額
（
直
接
支
払
交

付
金
）
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。

農
事
組
合
法
人
と
は

　

農
事
組
合
法
人
は
、
農
業
協
同
組
合
法
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
法
人
で
、「
組
合
員
の

農
業
生
産
に
つ
い
て
の
協
業
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
協
同
の
利
益
を
増
進
す
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

農
事
組
合
法
人
を
設
立
す
る
場
合
に
は
、

３
人
以
上
の
農
民
が
発
起
人
と
な
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

集
落
営
農
型
の
法
人
は
、
集
落
内
で
の
合

意
形
成
が
重
要
で
す
。
十
分
な
話
し
合
い
を

行
い
集
落
の
実
状
に
あ
っ
た
法
人
設
立
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

任
意
の
集
落
営
農
組
織
と
は

　

新
た
な
経
営
安
定
対
策
で
あ
る
品
目
横
断

的
経
営
安
定
対
策
の
対
象
と
な
る
組
織
は
、

法
人
ま
た
は
一
定
の
要
件
を
満
た
す
任
意
の

集
落
営
農
組
織
で
す
。

　

任
意
の
集
落
営
農
組
織
に
は
「
特
定
農
業

団
体
」
と
「
特
定
農
業
団
体
に
準
ず
る
組
織
」

が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
農
業
団
体
は
、
代
表
者
そ
の
他
の
事

項
に
つ
い
て
定
め
た
定
款
又
は
規
約
を
有
し
、

農
業
生
産
法
人
に
な
る
計
画
が
あ
り
、
そ
の

計
画
が
農
林
水
産
省
令
に
定
め
る
基
準
・
要

件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
特
定
農
用
地
利
用
規
程
を
策
定
し
市
の

認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
定
農
業
団
体
に
準
ず
る
組
織
は
、
特
定

農
業
団
体
と
同
等
の
要
件
を
備
え
る
こ
と
が

必
要
で
す
が
、
特
定
農
用
地
利
用
規
程
の
策

定
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

集
落
の
実

態
に
即
し
た

形
で
組
織
を

立
ち
上
げ
、

次
第
に
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
法
人
化

を
目
指
し
ま

せ
ん
か
。
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17
年
度
か

ら
18
年
度
に
か
け
て
、
旧
町
ご
と
に
農

家
へ
の
説
明
会
を
開
き
、
集
落
単
位
で

自
分
の
集
落
の
将
来
に
つ
い
て
（
農
業

を
ど
う
す
る
か
）
話
し
合
い
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
結
果
大
き
く
次
の
３

つ
の
パ
タ
ー
ン
が
選
択
さ
れ
ま
し
た
。

①
　

集
落
の
中
で
こ
れ
か
ら
の
担
い
手

（
認
定
農
業
者
）
を
選
定
し
、
そ
の

農
家
に
農
地
を
集
積
し
て
将
来
の
集

落
の
農
業
を
担
っ
て
も
ら
う
。

②
　

集
落
の
中
の
農
家
・
地
権
者
で
作

ら
れ
た
組
織
（
農
事
組
合
法
人
・
特
定

農
業
団
体
ま
た
は
同
様
の
要
件
を
満

た
す
組
織
）
に
農
地
を
集
積
し
て
将

来
の
集
落
の
農
業
を
担
っ
て
も
ら
う
。

③
　

今
ま
で
ど
お
り
個
人
で
管
理
す
る
。

※

集
落
の
中
に
は
①
と
②
が
融
合
す
る

集
落
も
あ
り
ま
す
。

農事組合法人（集落営農型）

町　　名 人　数
国　見　町
国　東　町
武　蔵　町
安　岐　町
合　計

49
129
51
106
335

認定農業者数

地　区　名 協 定 数
国 見 地 区
国 東 地 区
武 蔵 地 区
安 岐 地 区
合    計

10
26
6
17
59

協定参加者（戸）
375
460
195
716
1,746

面　積（㎡）
1,391,273
1,452,579
1,032,564
4,918,044
8,794,460

交付金額（円）
14,816,693
21,339,551
13,000,109
59,647,805
108,804,158

平成18年度  中山間地域等直接支払地区集計表

町　名 地区名 名　　　称

国東町

武蔵町

安岐町

長　　野
浜　　陽
寺　　山
富　　来
下 成 仏
中　　田
北　　江
立　　野
原

小　　城
三 井 寺
志 和 利
下 山 口
朝来地区

長野営農組合
浜陽営農生産組合
寺山営農生産組合
富来営農組合
下成仏営農組合
中田営農組合
北江営農組合
立野営農組合
原営農組合
小城営農組合
なのはなの郷  三井寺
志和利営農組合
下山口営農組合
あさぎり営農組合

任意の集落営農組織

水田農業施策水田農業施策
認
定
農
業
者
制
度
と
は

　

農
業
経
営
者
が
作
成
す
る
農

業
経
営
改
善
計
画
書
（
５
年
後

の
農
業
経
営
の
目
標
）
の
内
容

が
、
市
町
村
が
策
定
す
る
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
基
本
構
想

に
照
ら
し
て
適
当
と
認
め
ら
れ

た
場
合
に
、
そ
の
計
画
の
認
定

を
行
う
と
と
も
に
、
計
画
の
実

現
の
た
め
に
支
援
を
行
っ
て
い

く
制
度
で
す
。
農
業
経
営
改
善

計
画
の
認
定
を
受
け
た
農
業
経

営
者
を
「
認
定
農
業
者
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
専
門
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
と
は

　

こ
の
制
度
は
、
中
山
間
地
域
等
（
山
間
部

や
山
間
に
至
る
途
中
の
傾
斜
の
多
い
地
域
）

に
お
い
て
生
産
条
件
の
不
利
な
農
地
を
耕
作

す
る
方
々
等
が
、
５
年
間
に
わ
た
り
農
地
を

適
切
に
管
理
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
こ
と

（
協
定
の
締
結
）
を
条
件
に
、
農
地
の
生
産
条

件
、
耕
作
面
積
に
応
じ
た
額
（
直
接
支
払
交

付
金
）
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。

農
事
組
合
法
人
と
は

　

農
事
組
合
法
人
は
、
農
業
協
同
組
合
法
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
法
人
で
、「
組
合
員
の

農
業
生
産
に
つ
い
て
の
協
業
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
協
同
の
利
益
を
増
進
す
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

農
事
組
合
法
人
を
設
立
す
る
場
合
に
は
、

３
人
以
上
の
農
民
が
発
起
人
と
な
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

集
落
営
農
型
の
法
人
は
、
集
落
内
で
の
合

意
形
成
が
重
要
で
す
。
十
分
な
話
し
合
い
を

行
い
集
落
の
実
状
に
あ
っ
た
法
人
設
立
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

任
意
の
集
落
営
農
組
織
と
は

　

新
た
な
経
営
安
定
対
策
で
あ
る
品
目
横
断

的
経
営
安
定
対
策
の
対
象
と
な
る
組
織
は
、

法
人
ま
た
は
一
定
の
要
件
を
満
た
す
任
意
の

集
落
営
農
組
織
で
す
。

　

任
意
の
集
落
営
農
組
織
に
は
「
特
定
農
業

団
体
」
と
「
特
定
農
業
団
体
に
準
ず
る
組
織
」

が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
農
業
団
体
は
、
代
表
者
そ
の
他
の
事

項
に
つ
い
て
定
め
た
定
款
又
は
規
約
を
有
し
、

農
業
生
産
法
人
に
な
る
計
画
が
あ
り
、
そ
の

計
画
が
農
林
水
産
省
令
に
定
め
る
基
準
・
要

件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
特
定
農
用
地
利
用
規
程
を
策
定
し
市
の

認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
定
農
業
団
体
に
準
ず
る
組
織
は
、
特
定

農
業
団
体
と
同
等
の
要
件
を
備
え
る
こ
と
が

必
要
で
す
が
、
特
定
農
用
地
利
用
規
程
の
策

定
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

集
落
の
実

態
に
即
し
た

形
で
組
織
を

立
ち
上
げ
、

次
第
に
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
法
人
化

を
目
指
し
ま

せ
ん
か
。
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平
成
19
年
度
か
ら
は
、
水
田
農
業
の

３
本
柱
と
し
て
以
下
の
政
策
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

Ⅰ
　

米
政
策
改
革
推
進
対
策

対
象
者…

生
産
調
整
実
施
者

対
策
の
内
容…

作
物
に
応
じ
て
産
地
づ

く
り
交
付
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

（
転
作
助
成
金
）

　７月31日㈫午前９時から、安岐町油留木のJA畜
産センターで、第２回国東市畜産品評会が行われま
した。
　この品評会には、市内から黒毛和牛の雌の部第１
区（平成18年７月２日～平成19年１月１日生）に
13頭・第２区（平成18年７月２日～平成19年１月
１日生）に10頭の出品がありました。
　大分県家畜保健衛生所の職員２名と東部振興局の
専門職員１名の３名の審査員により、発育状況や身
長、体重等の審査基準に基づいて厳正な審査が行わ
れました。

モー暑の中、盛大に
第2回国東市畜産品評会
モー暑の中、盛大に
第2回国東市畜産品評会

Ⅱ
　

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

対
象
者…

担
い
手
（
４
㌶
以
上
経
営
の

認
定
農
業
者
、
20
㌶
以
上
経
営
の
一

定
要
件
を
満
た
す
集
落
営
農
組
織
）

※

面
積
要
件
は
集
落
に
よ
っ
て
緩
和
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
策
の
内
容…

３
つ
の
内
容
に
よ
っ
て

支
払
わ
れ
ま
す
。

①
【
緑
ゲ
タ
】
過
去
の
生
産
実
績
（
平

成
16
年
〜
18
年
の
麦
・
大
豆
の
出
荷

実
績
）
に
応
じ
て
一
定
額
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

　
　

野
菜
な
ど
他
の
作
物
に
転
換
し
て

も
同
じ
金
額
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
　

過
去
の
生
産
実
績
が
な
い
場
合

は
、
要
件
が
あ
り
ま
す
が
、
別
途
支

援
が
行
わ
れ
ま
す
。

②
【
黄
ゲ
タ
】
そ
の
年
の
麦
・
大
豆
の
品

質
と
生
産
量
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま

す
。

③
【
ナ
ラ
シ
】
そ
の
年
の
米
・
麦
・
大
豆

の
販
売
収
入
の
合
計
が
、
最
近
の
平

▲国東町重藤の読川池の堤防にコスモスの種まきをした重藤子ども会の皆さん（６月17日）

▲鹿ネット張りに汗を流す赤根区の皆さん

均
収
入
額
よ
り
下
が
っ
た
場
合
に
、

差
額
の
９
割
が
補
填
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
農
家
の
拠
出
金
が
必
要
で
す
。

※

【
　

】
は
、
行
政
専
門
用
語
で
す
。

Ⅲ
　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

対
象
者…

非
農
家
も
含
め
た
地
域
共
同

体
対
策
の
内
容…

非
農
家
も
含
め
て
農
地
・

農
業
用
水
等
の
維
持
管
理
活
動
を
し

た
り
、
農
道
に
花
を
植
え
る
な
ど
の
農

村
環
境
向
上
活
動
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
交
付
金
が
支
払
わ
れ
ま

す
。

ま
と
め

　

以
上
、
国
の
農
業
に
対
す
る

政
策
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
集

落
で
充
分
に
協
議
を
し
て
共
通

認
識
を
持
ち
、
前
述
し
た
対
策

を
有
効
に
利
用
し
、
自
分
た
ち
の

農
業
（
農
地
）
は
、
自
分
た
ち
の

集
落
で
守
っ
て
い
く
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
（
将
来
へ
わ
た
る
展
望
）

を
持
つ
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま

平
成
19
年
度
か
ら
新
た
な
農
業
政
策

　岐部和生市畜産品評会実行委員長の話。「今日出
品された牛は、どれも国東産の和牛ばかりです。こ
の品評会を契機に、畜産農家がさらに連携を強化し
て情報交換を密にして、経営の安定化を図るととも
に、“国東牛”の銘柄化に向けて、ともに頑張って
いきたいと思います。」
　見事入賞した牛は次のとおりで、９月７日㈮に杵
築市山香町で行われる第43回東部地域畜産共進会に
出品されます。（敬称略）

第１区
グランドチャンピオン賞
　　　　 「第２さかえ」　河野　陽一（安岐町）
最優秀賞 「ひろえ１」　　神田　菅生（国東町）
　　　　 「ゆたか10」　　衛藤　　貢（安岐町）
　　　　 「もみじ」　　　河野　光文（国東町）
　　　　 「うらら30」　　一井　泰典（国東町）
第２区
グランドチャンピオン賞
　　　　 「第２ももか６」一井　泰典（国東町）
最優秀賞 「ふくはる２」　安岐畜産センター
　　　　 「さかえ」　　　森本　直子（武蔵町）
　　　　 「ひめふく４」　松原　省吾（武蔵町）

国見町赤根区で鹿ネット囲い込み作戦国見町赤根区で鹿ネット囲い込み作戦
　国見町赤根区（大石勝也区長・42戸）で、残暑の
厳しい８月22日㈬から５日間かけて、区民総出で鹿
ネットの設置作業に汗を流しました。
　赤根地区では、毎年せっかく実った稲やしいたけ
等の農作物が、鹿やイノシシの被害にあうことか
ら、区集会を開いて区民の意見をまとめ、地区内の
農地やしいたけのほだ場等を鹿ネットで囲い込むと
いう大事業を計画しました。
　５日間で張りめぐらされた鹿ネットの延長は
7,100メートル。総事業費は約300万円で、県と市
の補助がそれぞれ３分の１となっています。

す
。
ご
不
明
な
点
等
が
あ
れ
ば
、
市
農

政
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
産
業
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

農
政
課
　

☎
０
９
７
８
72
５
１
６
７

国
見
総
合
支
所
地
域
産
業
課

☎
０
９
７
８
82
１
１
１
３

武
蔵
総
合
支
所
地
域
産
業
課

☎
０
９
７
８
68
１
９
７
０

安
岐
総
合
支
所
地
域
産
業
課

☎
０
９
７
８
67
１
１
１
６

地　区　名 対象地区数

国 見 地 区

国 東 地 区

武 蔵 地 区

安 岐 地 区

合    計

７地区

20地区

５地区

４地区

36地区

対象農地面積（ha）

97.94

522.78

95.41

126.76

842.89

交付金額（円）

4,309,360

23,002,320

4,198,040

5,577,440

37,087,160

農地･水・環境保全向上対策事業交付金算定表
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平
成
19
年
度
か
ら
は
、
水
田
農
業
の

３
本
柱
と
し
て
以
下
の
政
策
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

Ⅰ
　

米
政
策
改
革
推
進
対
策

対
象
者…

生
産
調
整
実
施
者

対
策
の
内
容…

作
物
に
応
じ
て
産
地
づ

く
り
交
付
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

（
転
作
助
成
金
）

　７月31日㈫午前９時から、安岐町油留木のJA畜
産センターで、第２回国東市畜産品評会が行われま
した。
　この品評会には、市内から黒毛和牛の雌の部第１
区（平成18年７月２日～平成19年１月１日生）に
13頭・第２区（平成18年７月２日～平成19年１月
１日生）に10頭の出品がありました。
　大分県家畜保健衛生所の職員２名と東部振興局の
専門職員１名の３名の審査員により、発育状況や身
長、体重等の審査基準に基づいて厳正な審査が行わ
れました。

モー暑の中、盛大に
第2回国東市畜産品評会
モー暑の中、盛大に
第2回国東市畜産品評会

Ⅱ
　

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

対
象
者…

担
い
手
（
４
㌶
以
上
経
営
の

認
定
農
業
者
、
20
㌶
以
上
経
営
の
一

定
要
件
を
満
た
す
集
落
営
農
組
織
）

※

面
積
要
件
は
集
落
に
よ
っ
て
緩
和
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
策
の
内
容…

３
つ
の
内
容
に
よ
っ
て

支
払
わ
れ
ま
す
。

①
【
緑
ゲ
タ
】
過
去
の
生
産
実
績
（
平

成
16
年
〜
18
年
の
麦
・
大
豆
の
出
荷

実
績
）
に
応
じ
て
一
定
額
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

　
　

野
菜
な
ど
他
の
作
物
に
転
換
し
て

も
同
じ
金
額
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
　

過
去
の
生
産
実
績
が
な
い
場
合

は
、
要
件
が
あ
り
ま
す
が
、
別
途
支

援
が
行
わ
れ
ま
す
。

②
【
黄
ゲ
タ
】
そ
の
年
の
麦
・
大
豆
の
品

質
と
生
産
量
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま

す
。

③
【
ナ
ラ
シ
】
そ
の
年
の
米
・
麦
・
大
豆

の
販
売
収
入
の
合
計
が
、
最
近
の
平

▲国東町重藤の読川池の堤防にコスモスの種まきをした重藤子ども会の皆さん（６月17日）
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れ
ま
す
。
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だ
し
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家
の
拠
出
金
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必
要
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語
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同

体
対
策
の
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農
家
も
含
め
て
農
地
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農
業
用
水
等
の
維
持
管
理
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動
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し

た
り
、
農
道
に
花
を
植
え
る
な
ど
の
農

村
環
境
向
上
活
動
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
交
付
金
が
支
払
わ
れ
ま

す
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ま
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以
上
、
国
の
農
業
に
対
す
る

政
策
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
集

落
で
充
分
に
協
議
を
し
て
共
通

認
識
を
持
ち
、
前
述
し
た
対
策

を
有
効
に
利
用
し
、
自
分
た
ち
の

農
業
（
農
地
）
は
、
自
分
た
ち
の

集
落
で
守
っ
て
い
く
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
（
将
来
へ
わ
た
る
展
望
）

を
持
つ
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま

平
成
19
年
度
か
ら
新
た
な
農
業
政
策
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す
。
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不
明
な
点
等
が
あ
れ
ば
、
市
農

政
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
産
業
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
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農
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☎
０
９
７
８
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５
１
６
７
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合
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地
域
産
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課

☎
０
９
７
８
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１
１
１
３

武
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総
合
支
所
地
域
産
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☎
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９
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８
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１
９
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０

安
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総
合
支
所
地
域
産
業
課
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０
９
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６
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合    計

７地区
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５地区

４地区

36地区

対象農地面積（ha）
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農地･水・環境保全向上対策事業交付金算定表
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　下水道は水資源を守り再生し、循環させ、やがてまた私たちの命の水として戻ってくること、
そして川や海の恵みを守り、育む手助けをすることを役割として整備を推進しています。
　水資源を守ることはほかの数多くの資源と同様に一人ひとりの心がけと思いますが、そのこと
によって、私たちの未来を託す子どもたちも安心して暮らしていくことができると思います。そ
のためにも今、生きている私たちが大切にしていきたいものです。
　このようなことから、下水道整備の意義について皆さんにご理解をいただき、下水道の活用と
接続促進に是非ともご協力をお願いいたします。

国東市の汚水処理の普及状況

1 下水道事業（公共下水道事業、特定環境保全公共下水道事業）

（平成19年３月31日現在）

９月10日は「下水道の日」です

とりもどそう きれいな川と海
「国東の自然を守るために…」
とりもどそう きれいな川と海
「国東の自然を守るために…」

上下水道課　  　　　　　  ☎0978725197
国見総合支所  地域建設課  ☎0978821114
武蔵総合支所  地域建設課  ☎0978681971
安岐総合支所  地域建設課  ☎0978671119

問い合わせ

1 公共下水道事業 2 合併浄化槽設置事業

　公共下水道などが整備されたら、必ず接続しましょう。（家か
ら下水道までの接続費用は自己負担です。詳しくは市役所まで） 　トイレの水とそのほかの水を一緒にきれいにする

合併処理浄化槽を設置しましょう。昔の単独処理浄
化槽のままでは、トイレの水だけしかきれいにして
いません。（合併処理浄化槽の設置には、地域によ
り補助制度があります。詳しくは市役所まで）

住宅の密集地では
そのほかの地域では

　都市計画区域内や下水道の認可区域内を下
水管で結び整備する事業です。

　下水道の認可区域外で各家庭単位に合併浄
化槽を設置した場合、補助をする事業です。

国東市住民基本台帳人口（人） 汚水処理人口（人） 汚水処理人口普及率（％） 水洗化人口（人）

34,252 20,768 60.63 14,851

行政人口（人）

5,367
13,267
5,912
9,706
34,252

処理区

伊 美 処 理 区
国 東 処 理 区
武蔵東部処理区
安 岐 処 理 区
国東市全体合計

処理可能人口（人）

1,868
4,340
4,364
5,478
16,050

普及率（％）

34.8
32.7
73.8
56.4
46.9

水洗化人口（人）

1,348
2,206
3,353
3,437

10,344

水洗化率（％）

72.2
50.8
76.8
62.7
64.4

2 農業集落排水事業
行政人口（人）

9,706
地区名

朝来地区（安岐町）
処理可能人口（人）

322
水洗化人口（人）

111
水洗化率（％）

34.5

3 合併処理浄化槽（下水道の処理開始公示済区域外）

182浄化槽市町村整備推進事業
設置済人口（武蔵町）（人）

3,157浄化槽設置整備事業設置済人口（人）

4,396国東市住宅用途合併処理浄化槽
設置済人口（人） 12.8普及率（％）

1,057民間設置済人口（人）

　７月20日の早朝から、来浦中学校教員10名、生徒24名に
より来浦海岸の清掃をしていただきました。
　台風４号の後で、すごいごみでしたが、見違えるようにき
れいになり感謝しています。生徒の皆さんに毎年の美化活
動についてお聞きしたところ、中学校の統合が予定されて
いますが、ごみゼロ活動は今後も続けたいとのことでした。
今後も、この美しい自然と文化を守ってほしいと思います。

（写真・話題提供　国東町浜　宮脇智恵子さん）

来浦中学校清掃活動

　７月10日㈫午前８時から、国見町千灯地区クリーンクラ
ブ（芹川義文会長・７名）に所属する芹川利雄さんと井上久
米男さんが、ガードレールのボランティア清掃に汗を流しま
した。同クラブの皆さんは、千灯地区の県道沿いに花を植え
たり、草刈りをしたり、ガードレールの拭き掃除等年間を通
じてコツコツと地区の美化に努めています。
　芹川利雄さんの話。「ガードレールをきれいにすると、夜
間の交通安全に効果的で、私たちは、県道沿いの美化活動を
することで千灯地区に来る人たちに、気持ちよくさわやかに
なってもらいたいと思っています。来年は、国体が国東市で
も開催されるので、ボランティア清掃を市内全域で展開して
みてはと思います。第一お金もなあんもいらんこっちゃ。道
路をきれいにして、花を植えて県内外から来る人に、いいお
もてなしができると思います。」

お金もなあんも
　　　　いらんこっちゃ！！

剪定・刈払機
取り扱い講習会

期　　日　９月20日㈭～27日㈭のうち５日間
場　　所　第１会場　安岐中央公民館（旧安岐高校）（武蔵町・安岐町在住者）
　　　　　第２会場　シルバー人材センター国東支所（国見町・国東町在住者）
対　　象　国東市在住の年齢58歳から67歳で、全日程受講できる方
定　　員　40名（１会場20名・応募者多数の場合は抽選）
受 講 料　無料
申込方法　㈳国東市シルバー人材センター本所・各支所で直接お申し込みください。
申込期限　９月14日㈮
申込・問い合わせ　㈳国東市シルバー人材センター　☎0978672991

（シニアワークプログラム事業）

▲ガードレールの清掃に汗を流す芹川さん（左）と井上さん
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地域の声を県政に！

広瀬知事、県政ふれあいトークで国東市へ

国東警察署前のアストくにさき進入路は、これまで
国見町方面からは右折できませんでしたが、右折禁
止規制が解除され、右折可能になりました。

　広瀬勝貞大分県知事が直接地域に出向き、地元の
皆さんと語り合う「県政ふれあいトーク」のため８
月21日㈫国東市を訪れました。
　はじめに訪れた武蔵中央公民館では、武蔵町婦人
団体連絡協議会（森本恭子会長）の皆さんと懇談。
広瀬知事が「本日は、皆さんの日頃の活動や、県政
についてのご意見、ご感想をお伺いし、今後の県政
の参考にしたい。」とのあいさつに続き、各団体の

代表が活動を紹介し、意見交換を行いました。
　午後からは、国見町椎茸生産者組合連合会（桐畑
利夫会長）、国見町女性団体連絡協議会（藤本節子
会長）、ＮＰＯ法人国東半島くにみ粋群（山本純夫代
表理事）、国東町商工会青年部田深支部（国広大倫
支部長）の皆さんと各地で懇談。広瀬知事は、参加
者の皆さんの声に熱心に耳を傾け、なごやかなムー
ドの中、交流がはかられました。

　

第
２
回
国
東
市
成
人
式
が
、
８
月
15
日
㈬

午
前
10
時
か
ら
ア
ス
ト
く
に
さ
き
ア
ス
ト

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
今
年
度
対
象
と
な
る
４
２
３
名

の
新
成
人
の
う
ち
３
１
５
名
が
出
席
。中
学
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。

　交通事故防止を訴えて全国を回る「第29回“みんなですす
めよう交通安全”全国キャラバン隊」が８月28日㈫に国東市
を訪れ、交通安全メッセージの伝達式が行われました。
　キャラバン隊は、全国交通安全母の会連合会が「交通安全
は家庭から」を活動の指針として交通事故防止と交通安全教
育の普及に努め交通安全意識の更なる高揚を目指して今年は
８月22日から９月13日まで全国を巡っています。
　午後１時30分からアストくにさきアグリホールで行われた伝達式には、関係者約70名が参加。大分県交通
安全母の会矢野目真弓会長が「住民の交通安全意識の高揚に一層の尽力を賜り、地域住民と一体となった効
果的な交通安全対策を積極的に推進していただきますようお願いいたします。」と内閣府特命担当大臣（交通
対策本部長）のメッセージを野田侃生市長に手渡しました。

▲武蔵町婦人団体連絡協議会との懇談では各団体の代表が活動を報告

▲しいたけの甘露煮や地粉や赤卵を使った
　「しいたケーキ」を試食する広瀬知事

▲交通安全メッセージを野田市長に手渡す矢野目会長

▲「次回も「農林水産大臣賞」を受賞できるようがんばりたい。」と話す
　国見町椎茸生産者組合連合会の桐畑会長（国見保健福祉センター）

▲活動状況を発表する国見町女性団体連絡協議会の藤本会長（みんなんかん）

▲国東半島くにみ粋群の皆さんとくにみ海浜公園に
　オープンした「ロビンソンの小屋」の前で記念撮影

▲子ども商店街やくにさきっ子見守隊について発表した
　国東町商工会青年部田深支部の皆さん（アストくにさき）

▲新成人３１５名が出席

▲宣誓を行う山口雄大さんと秋廣はるかさん ▲意見発表を行った（左から）徳部秀明さん（安岐町）、麻生衣織さん（武蔵町）、
　寺川裕貴さん（国東町）、久保加代子さん（国見町）

▲野田市長から伊藤拓也さんと上原亜耶さんに成人証書と記念品が贈られました

アストくにさき進入路における
右折禁止の解除のお知らせ

「みんなですすめよう交通安全」
全国キャラバン隊メッセージ伝達式

第
２
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成
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式
開
催

自
ら
の
目
標
に
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か
っ
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一
歩
確
実
な
前
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地域の声を県政に！

広瀬知事、県政ふれあいトークで国東市へ

国東警察署前のアストくにさき進入路は、これまで
国見町方面からは右折できませんでしたが、右折禁
止規制が解除され、右折可能になりました。

　広瀬勝貞大分県知事が直接地域に出向き、地元の
皆さんと語り合う「県政ふれあいトーク」のため８
月21日㈫国東市を訪れました。
　はじめに訪れた武蔵中央公民館では、武蔵町婦人
団体連絡協議会（森本恭子会長）の皆さんと懇談。
広瀬知事が「本日は、皆さんの日頃の活動や、県政
についてのご意見、ご感想をお伺いし、今後の県政
の参考にしたい。」とのあいさつに続き、各団体の

代表が活動を紹介し、意見交換を行いました。
　午後からは、国見町椎茸生産者組合連合会（桐畑
利夫会長）、国見町女性団体連絡協議会（藤本節子
会長）、ＮＰＯ法人国東半島くにみ粋群（山本純夫代
表理事）、国東町商工会青年部田深支部（国広大倫
支部長）の皆さんと各地で懇談。広瀬知事は、参加
者の皆さんの声に熱心に耳を傾け、なごやかなムー
ドの中、交流がはかられました。
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福 祉 の ペ ー ジ
ご存じですか？　ひとり親家庭に関する制度

❖児童扶養手当制度
　この手当を受けることができる方は、次の条件に当
てはまる18歳到達後最初の３月31日まで（一部20歳ま
で）の間にある児童を監護している母や、母にかわっ
てその児童を養育している方です。
①父母が離婚した後、父と生計を同じくしていない児
童
②父が死亡した児童
③父が政令で定める程度の障がい（国民年金の障害
等級１級程度）にある児童
④父の生死が明らかでない児童
⑤父から引き続き１年以上遺棄されている児童
⑥父が法令により引き続き１年以上拘禁されている児
童
⑦母が婚姻によらないで懐胎した児童
⑧すて児などで、母が児童を懐胎したときの事情が不
明である児童

　なお、母または養育者が公的年金給付を受けること
ができるときなど、上記の条件に当てはまる場合にお
いても、手当を受けることができない場合があります。

※児童扶養手当については、平成14年の法律改正によ
り離婚等による生活の激変を緩和し、母子家庭の自
立を促進するという目的で見直され、手当を受けて
から５年以上経過した方については、平成20年４月
からその一部を支給停止することとされています。
　　ただし、お子さんが８歳未満の場合、お母さん自
身に障がいがある場合などは、一部支給停止は、さ
れません。

※一部支給停止の対象者や支給停止額に関する具体
的な内容については、本年末に決められる予定とな
っています。
　　なお、一部支給停止の額については、法律で「手
当の２分の１に相当する額を超えることができな
い。」とされており、本来受け取る手当額の２分の
１の額は、保障されています。

❖ひとり親家庭医療費助成制度
　下記に該当する方（助成対象者）が医療機関で受診
されたときは、国東市がその費用（食事療養費等対象
にならない費用があります。）の一部を助成します。
ただし、助成対象者の所得が一定額以上である場合
は、助成することができません。

❖寡婦医療費助成制度
　満70歳未満の寡婦（かつて母子家庭の母であって、
現在配偶者のいない方）の方が医療機関で受診された
ときは、国東市がその費用（食事療養費等対象になら
ない費用があります。）の一部（助成対象費用の２分
の１）を助成します。ただし、その方の世帯に所得税
の納税義務を有する世帯員がいるときは、助成するこ
とができません。

これらの制度を利用するためには、申請が必要です。
詳しくは、下記までおたずねください。

問い合わせ
国東市福祉事務所　家庭福祉係　　　 ☎0978725164
国見総合支所 地域市民健康課 福祉係 ☎0978821112
武蔵総合支所 地域市民健康課 福祉係 ☎0978681112
安岐総合支所 地域市民健康課 福祉係 ☎0978671114

自死遺児救済援護事業のお知らせ
　大分県青少年育成県民会議では、大分県の補助を受け、自死遺児（自殺により親を失った児童・生
徒）を対象に、入学・卒業祝、修学旅行費補助等の援護活動を行っています。
　対象は県内に居住し、県内の小・中学校に通学する自死遺児で、亡くなった保護者の性別等に関係な
く、援護金等を受けられます。
　なお、詳細については、大分県青少年育成県民会議までお問い合わせください。
問い合わせ　大分県青少年育成県民会議（大分県生活環境部私学振興・青少年課内）
　　　　　　☎097－506－3076　内線3075

母子家庭の母

母子家庭の児童

父子家庭の父

父子家庭の児童

父母のいない児童

18歳に達する日以降の最初の
３月31日までの間にある児童
を監護している者
18歳に達する日以降の最初の
３月31日までの間にある者
18歳に達する日以降の最初の
３月31日までの間にある児童
を監護している者
18歳に達する日以降の最初の
３月31日までの間にある者
18歳に達する日以降の最初の
３月31日までの間にある者

助成対象者 説　　　　明
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国東市の市花・市木・市鳥が決定！
選 定 経 過

11 2007.9

菜の花は、春を告げる花であるとともに昔は、なた
ね油を取るために市内全域で広く栽培されており、私たちの
生活になじみの深い花でした。近年は観賞用としても、市内
の道路沿い等に植えられており、春先には、まるで国東市民
の皆さんが、幸せになるのを願うかのように黄色い花を咲か
せます。菜の花は、市勢に新しい芽吹きを呼び起こし、国東
市に春を運ぶ花であるということで市花に選定されました。

　平成19年１月４日㈭から31日㈬にかけて市花・
市木・市鳥を募集した結果、市花については、うめ、
菜の花、つつじ、シャクナゲ、はまぼう等 89 件
34 種、市木についてはくすの木、くろがねもち、
かえで、もみじ、やまもも等 82 件 29 種、市鳥に
ついてはうぐいす、めじろ、キジ等 82 件 26 種の

市　花 「 菜　の　花 」
選 定 理 由

くすの木は、暖地に野生し国東市でも社寺林等とし
てよく植樹されており、武蔵町三井寺には、樹齢千年以上と
伝えられるくすの木があります。枝葉はよく繁り病害虫が少
なく育成しやすくて長命の樹木です。くすの木は、市民の皆
さんがいつまでも健康で長寿であるようにとの願いを込めて、
市木として選定されました。

市　木 「 くすの木 」
選 定 理 由

日本の国鳥でもあるキジは、昔から童話や文学・芸
術等で広く国民に親しまれており、国東市にも多数生息して
います。また、キジは勇気と母性愛に富んだ鳥であり、市民
の皆さんの国東市建設への心意気（勇気・行動力）と、国東
市に対する深い愛情を象徴する鳥として選定されました。

市　鳥 「 キ　　ジ 」
選 定 理 由

ご応募をいただきました。
　応募いただいた名称の中から、６月20日㈬に開
催した国東市市花等選定委員会（委員長野田侃生
市長ほか 16 名）で、「国東市」のイメージにふさ
わしい「市花」・「市木」・「市鳥」を選定しました。
　公示日は７月３日で今後、市花・市木・市鳥を
国東市のシンボルとして広く普及し、活用します。
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ができるときなど、上記の条件に当てはまる場合にお
いても、手当を受けることができない場合があります。

※児童扶養手当については、平成14年の法律改正によ
り離婚等による生活の激変を緩和し、母子家庭の自
立を促進するという目的で見直され、手当を受けて
から５年以上経過した方については、平成20年４月
からその一部を支給停止することとされています。
　　ただし、お子さんが８歳未満の場合、お母さん自
身に障がいがある場合などは、一部支給停止は、さ
れません。

※一部支給停止の対象者や支給停止額に関する具体
的な内容については、本年末に決められる予定とな
っています。
　　なお、一部支給停止の額については、法律で「手
当の２分の１に相当する額を超えることができな
い。」とされており、本来受け取る手当額の２分の
１の額は、保障されています。

❖ひとり親家庭医療費助成制度
　下記に該当する方（助成対象者）が医療機関で受診
されたときは、国東市がその費用（食事療養費等対象
にならない費用があります。）の一部を助成します。
ただし、助成対象者の所得が一定額以上である場合
は、助成することができません。

❖寡婦医療費助成制度
　満70歳未満の寡婦（かつて母子家庭の母であって、
現在配偶者のいない方）の方が医療機関で受診された
ときは、国東市がその費用（食事療養費等対象になら
ない費用があります。）の一部（助成対象費用の２分
の１）を助成します。ただし、その方の世帯に所得税
の納税義務を有する世帯員がいるときは、助成するこ
とができません。

これらの制度を利用するためには、申請が必要です。
詳しくは、下記までおたずねください。

問い合わせ
国東市福祉事務所　家庭福祉係　　　 ☎0978725164
国見総合支所 地域市民健康課 福祉係 ☎0978821112
武蔵総合支所 地域市民健康課 福祉係 ☎0978681112
安岐総合支所 地域市民健康課 福祉係 ☎0978671114

自死遺児救済援護事業のお知らせ
　大分県青少年育成県民会議では、大分県の補助を受け、自死遺児（自殺により親を失った児童・生
徒）を対象に、入学・卒業祝、修学旅行費補助等の援護活動を行っています。
　対象は県内に居住し、県内の小・中学校に通学する自死遺児で、亡くなった保護者の性別等に関係な
く、援護金等を受けられます。
　なお、詳細については、大分県青少年育成県民会議までお問い合わせください。
問い合わせ　大分県青少年育成県民会議（大分県生活環境部私学振興・青少年課内）
　　　　　　☎097－506－3076　内線3075

母子家庭の母

母子家庭の児童

父子家庭の父

父子家庭の児童

父母のいない児童

18歳に達する日以降の最初の
３月31日までの間にある児童
を監護している者
18歳に達する日以降の最初の
３月31日までの間にある者
18歳に達する日以降の最初の
３月31日までの間にある児童
を監護している者
18歳に達する日以降の最初の
３月31日までの間にある者
18歳に達する日以降の最初の
３月31日までの間にある者

助成対象者 説　　　　明

10

国東市の市花・市木・市鳥が決定！
選 定 経 過

11 2007.9

菜の花は、春を告げる花であるとともに昔は、なた
ね油を取るために市内全域で広く栽培されており、私たちの
生活になじみの深い花でした。近年は観賞用としても、市内
の道路沿い等に植えられており、春先には、まるで国東市民
の皆さんが、幸せになるのを願うかのように黄色い花を咲か
せます。菜の花は、市勢に新しい芽吹きを呼び起こし、国東
市に春を運ぶ花であるということで市花に選定されました。

　平成19年１月４日㈭から31日㈬にかけて市花・
市木・市鳥を募集した結果、市花については、うめ、
菜の花、つつじ、シャクナゲ、はまぼう等 89 件
34 種、市木についてはくすの木、くろがねもち、
かえで、もみじ、やまもも等 82 件 29 種、市鳥に
ついてはうぐいす、めじろ、キジ等 82 件 26 種の

市　花 「 菜　の　花 」
選 定 理 由

くすの木は、暖地に野生し国東市でも社寺林等とし
てよく植樹されており、武蔵町三井寺には、樹齢千年以上と
伝えられるくすの木があります。枝葉はよく繁り病害虫が少
なく育成しやすくて長命の樹木です。くすの木は、市民の皆
さんがいつまでも健康で長寿であるようにとの願いを込めて、
市木として選定されました。

市　木 「 くすの木 」
選 定 理 由

日本の国鳥でもあるキジは、昔から童話や文学・芸
術等で広く国民に親しまれており、国東市にも多数生息して
います。また、キジは勇気と母性愛に富んだ鳥であり、市民
の皆さんの国東市建設への心意気（勇気・行動力）と、国東
市に対する深い愛情を象徴する鳥として選定されました。

市　鳥 「 キ　　ジ 」
選 定 理 由

ご応募をいただきました。
　応募いただいた名称の中から、６月20日㈬に開
催した国東市市花等選定委員会（委員長野田侃生
市長ほか 16 名）で、「国東市」のイメージにふさ
わしい「市花」・「市木」・「市鳥」を選定しました。
　公示日は７月３日で今後、市花・市木・市鳥を
国東市のシンボルとして広く普及し、活用します。
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安
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町
小
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店
街

▲市長賞を受賞しためじろんの見立細工

▲子ども神輿

▲安岐川の水や井戸水を使って、一斉打ち水大作戦が
　行われました

　

養
老
年
間
に

建
立
さ
れ
た
由

緒
あ
る
夏
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り
。
コ
ン
チ
キ

チ
ン
と
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音
を
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り
響
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な
が
ら
、

山
車
が
区
内
を

走
り
回
り
ま

す
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八
幡
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夏
季
大
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７
月
30
日
㈪
〜
８
月
１
日
㈬  

国
東
町
桜
八
幡
社

▲7月30日㈪に行われた「つるがわまつり」では、地元の有志による
　カラオケや舞踊が披露されました

▲人々の歓声を浴び、ところ狭しと元気よく町内を走り回った
　曳山連中の皆さん

まちの
話題

まちの
話題

まちの
話題

まちの
話題夏祭り・イベント特集夏祭り・イベント特集

盛り上がった大抽選会のようす▶

▲富来中学校の皆さんによる「富中ソーラン」に来場者から多くの拍手が送られました

▲子どもたちもめじろんと一緒に
　元気いっぱい！「めじろんダンス」

▲納涼踊り・供養踊りでは各団体ごとに趣向を凝らした衣装で参加

▲今年もオープニングを飾った子どもたちによる「ダンスショー」
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▲7月30日㈪に行われた「つるがわまつり」では、地元の有志による
　カラオケや舞踊が披露されました

▲人々の歓声を浴び、ところ狭しと元気よく町内を走り回った
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盛り上がった大抽選会のようす▶

▲富来中学校の皆さんによる「富中ソーラン」に来場者から多くの拍手が送られました

▲子どもたちもめじろんと一緒に
　元気いっぱい！「めじろんダンス」

▲納涼踊り・供養踊りでは各団体ごとに趣向を凝らした衣装で参加

▲今年もオープニングを飾った子どもたちによる「ダンスショー」
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大恩寺王子神社子ども相撲大会
国東町

　８月14日㈫午後１時30分から大恩寺の王子神社で、
お盆の恒例行事となっている「秦文蔵翁銘石祭・子ど
も相撲大会」が行われました。
　江戸時代から明治時代にかけて、この地区の築堤や
水路の完成などに奔走した秦文蔵翁の功績をたたえる
ため、大正はじめから区民の総意で「銘石祭」が行われ
るようになり、文蔵翁が殊のほか愛した村相撲が今日
まで続けられています。
　今年は、地区の住民やお盆で帰省中の皆さんが、炎
天下の土俵で繰り広げられる豆力士の力相撲に、大き
な声援を送りました。

第19回 ふるさとふれあい広場
ラブリバーＡＫＩ川遊びフェスティバル

安岐町

　8月16日㈭、安岐川中園河川敷で「素足で川遊びを
しよう！」をテーマに、安岐川を素足で歩く会（徳部
伝造会長）主催による、いかだレースや鮎のつかみ取
りが行われました。
　お盆にふるさとに帰省した皆さんをはじめ市内外か
ら子どもから高齢者まで多くの皆さんが参加しました。

４０００匹の鮎のつかみ取りには、市内外から約８００人が参加４０００匹の鮎のつかみ取りには、市内外から約８００人が参加

全長178メートル、全幅25.8メートル、
基準排水量8900トンの輸送艦くにさき
全長178メートル、全幅25.8メートル、
基準排水量8900トンの輸送艦くにさき

艦内見学会のようす艦内見学会のようす

子どもフェアのオープニングを飾った国東小学校の皆さんによる琴の演奏子どもフェアのオープニングを飾った国東小学校の皆さんによる琴の演奏

「平家女護島俊寛」鬼界ヶ島の段を熱演した国見田舎歌舞伎の皆さん「平家女護島俊寛」鬼界ヶ島の段を熱演した国見田舎歌舞伎の皆さん

昭和30年代の農家の生活ができる
民家を舞台にてんやわんやの大騒動！
英ちゃん劇団「夢咲き国東騒動記」

昭和30年代の農家の生活ができる
民家を舞台にてんやわんやの大騒動！
英ちゃん劇団「夢咲き国東騒動記」

3年ぶりに復活し、息
の合った漫才で楽しま
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第７分団旗の額
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第７分団旗の額

多くの参加者で供養盆踊りが盛大に行われました多くの参加者で供養盆踊りが盛大に行われました

第６回 くにさき演劇祭開催
　「第６回くにさき演劇祭」が、
８月25日㈯・26日㈰の２日間行
われました。開会式で宮永英次実
行委員会会長、野田侃生市長が「“愛される演劇祭、
楽しんでもらえる演劇祭、待ち望まれる演劇祭”づく
りをめざして頑張ります。」とあいさつ。25日には、
英ちゃん劇団（国東町）、26日は、国見田舎歌舞伎
（国見町）が上演し、客席から大きな拍手が送られま
した。
　上演に先立ち、県南落語の泥谷玄生さん（25日）、
安東時男さん（26日）の落語も披露されました。
　また、26日にはマルチホールで「子どもフェア」
が行われ、くにさき図書館の読み聞かせボランティア
「おはなしどーなっつ」の皆さんによる大型紙芝居や
パネルシアター、クイズやゲームなどで、会場に集ま
った子どもたちは楽しいひとときを過ごしました。

輸送艦くにさき
　８月26日㈰・27日㈪の２日間、海上自衛隊の輸送
艦くにさきが国東市に寄航しました。今回の寄航
は、平成16年11月以来２回目となります。
　26日には、輸送艦くにさきのファンクラブ「WE 
LOVE くにさきクラブ」（竹永八幡郎代表）主催の
歓迎レセプションが行われました。また、27日に
は、市内外から約160名が参加して「くにさき」の
艦内見学会が開催されました。
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僧清虚の遺徳を偲んで盛大に盆踊り大会
国見町

　８月21日㈫午後５時から、国見町権現崎にある僧清
虚（1777～1850）の石像の前で、国見町僧清虚顕彰
会（中田博之会長）の主催による供養祭が盛大に行わ
れました。
　この日の供養祭には、同・門司顕彰会からも、永
木睦文会長ほか大勢の会員の皆さんが参列し、読経
の後、出席者全員が焼香をして僧清虚の遺徳を偲び
ました。
　この後、国見保健福祉センターに会場を移して、野
田侃生市長、北九州市観光協会の皆さんなどが参加し
て交流会が行われました。午後８時からは、同センタ
ー駐車場で多くの市民の皆さんが参加して、盛大に供
養盆踊り大会が行われにぎわいました。
　僧清虚は、縁あって1833年から17年間、一日も休
むことなく門司の海の難所で毎夜海上安全と通峡船目
標のために火焚を行いました。門司上白野江地区（清
福寺）を中心に、小倉藩の時代からこの遺徳は語り継
がれることとなり、現在に至るまで毎年、清虚祭りと
して盆踊りをしてその像を仰いでいます。（「国見物
語」第１巻）

第７分団旗の保存額が完成
国東町

　国東町消防団第７分団旗額完成式並びに祝賀会が、
７月29日㈰午後６時から、豊崎地区公民館で開催さ
れました。
　同地区では、合併に伴う消防団組織再編で役目を終
えた分団旗を後世まで残そうと保存会を結成し、豊崎
地区公民館に保存用の額を設置。この日は、地元区長
や同地区の消防団員（現役・ＯＢ）、消防署員約70名
が参加し、額の完成を祝いました。
　第７分団旗保存会の永松寿会長（元国東町消防団
長）の話。「消防団のシンボルである分団旗をこれか
らもずっと大切に守っていきたいと思います。」
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大恩寺王子神社子ども相撲大会
国東町

　８月14日㈫午後１時30分から大恩寺の王子神社で、
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ため、大正はじめから区民の総意で「銘石祭」が行われ
るようになり、文蔵翁が殊のほか愛した村相撲が今日
まで続けられています。
　今年は、地区の住民やお盆で帰省中の皆さんが、炎
天下の土俵で繰り広げられる豆力士の力相撲に、大き
な声援を送りました。

第19回 ふるさとふれあい広場
ラブリバーＡＫＩ川遊びフェスティバル

安岐町
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「平家女護島俊寛」鬼界ヶ島の段を熱演した国見田舎歌舞伎の皆さん「平家女護島俊寛」鬼界ヶ島の段を熱演した国見田舎歌舞伎の皆さん
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英ちゃん劇団「夢咲き国東騒動記」
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第６回 くにさき演劇祭開催
　「第６回くにさき演劇祭」が、
８月25日㈯・26日㈰の２日間行
われました。開会式で宮永英次実
行委員会会長、野田侃生市長が「“愛される演劇祭、
楽しんでもらえる演劇祭、待ち望まれる演劇祭”づく
りをめざして頑張ります。」とあいさつ。25日には、
英ちゃん劇団（国東町）、26日は、国見田舎歌舞伎
（国見町）が上演し、客席から大きな拍手が送られま
した。
　上演に先立ち、県南落語の泥谷玄生さん（25日）、
安東時男さん（26日）の落語も披露されました。
　また、26日にはマルチホールで「子どもフェア」
が行われ、くにさき図書館の読み聞かせボランティア
「おはなしどーなっつ」の皆さんによる大型紙芝居や
パネルシアター、クイズやゲームなどで、会場に集ま
った子どもたちは楽しいひとときを過ごしました。

輸送艦くにさき
　８月26日㈰・27日㈪の２日間、海上自衛隊の輸送
艦くにさきが国東市に寄航しました。今回の寄航
は、平成16年11月以来２回目となります。
　26日には、輸送艦くにさきのファンクラブ「WE 
LOVE くにさきクラブ」（竹永八幡郎代表）主催の
歓迎レセプションが行われました。また、27日に
は、市内外から約160名が参加して「くにさき」の
艦内見学会が開催されました。
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僧清虚の遺徳を偲んで盛大に盆踊り大会
国見町

　８月21日㈫午後５時から、国見町権現崎にある僧清
虚（1777～1850）の石像の前で、国見町僧清虚顕彰
会（中田博之会長）の主催による供養祭が盛大に行わ
れました。
　この日の供養祭には、同・門司顕彰会からも、永
木睦文会長ほか大勢の会員の皆さんが参列し、読経
の後、出席者全員が焼香をして僧清虚の遺徳を偲び
ました。
　この後、国見保健福祉センターに会場を移して、野
田侃生市長、北九州市観光協会の皆さんなどが参加し
て交流会が行われました。午後８時からは、同センタ
ー駐車場で多くの市民の皆さんが参加して、盛大に供
養盆踊り大会が行われにぎわいました。
　僧清虚は、縁あって1833年から17年間、一日も休
むことなく門司の海の難所で毎夜海上安全と通峡船目
標のために火焚を行いました。門司上白野江地区（清
福寺）を中心に、小倉藩の時代からこの遺徳は語り継
がれることとなり、現在に至るまで毎年、清虚祭りと
して盆踊りをしてその像を仰いでいます。（「国見物
語」第１巻）

第７分団旗の保存額が完成
国東町

　国東町消防団第７分団旗額完成式並びに祝賀会が、
７月29日㈰午後６時から、豊崎地区公民館で開催さ
れました。
　同地区では、合併に伴う消防団組織再編で役目を終
えた分団旗を後世まで残そうと保存会を結成し、豊崎
地区公民館に保存用の額を設置。この日は、地元区長
や同地区の消防団員（現役・ＯＢ）、消防署員約70名
が参加し、額の完成を祝いました。
　第７分団旗保存会の永松寿会長（元国東町消防団
長）の話。「消防団のシンボルである分団旗をこれか
らもずっと大切に守っていきたいと思います。」
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国東市は第63回国民体育大会ウエイトリフティング競技会の開催地です

●チャレンジ！ おおいた国体についての問い合わせは

チャレンジ！  おおいた国体
国東市実行委員会事務局

〒８７３－０５０３　国東市国東町鶴川136－1　
アストくにさき２F　国体推進室内
TEL ０９７８－７２－０３５４　FAX ０９７８－７２－０３５７
ホームページアドレス　http://kokutai-kunisaki.com
E-mail　kokutai-suishin@city.kunisaki.lg.jp

大分県入賞選手（敬称略）
一般の部
 56キロ級　③高橋　純平（明治大）　　　　　 185キロ
 69キロ級　③大塚　裕也（早稲田大）　　　　 239キロ
 85キロ級　③橋本　善征（法政大）　　　　　 270キロ
105キロ級　①武田　雄大（国東農工高校教諭） 320キロ
マスターズ
 62キロ級　②吉田　三郎（スリーエス）　　　 153キロ
 69キロ級　②一宮　英昭（別大合同タクシー） 125キロ

ホーヤク祭り（帝釈天祭）
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はじめに
　国東町の高良地区に伝わる帝釈天祭は、旧暦の６月17
日の宵祭りに、帝釈天さまにお供えする供物が、小麦粉で
作った男女の生殖器を形どったものから、俗にホ－ヤク
（たわけた事）祭りとも呼ばれています。
　高良は、豊崎地区にあり、右斜面の谷あいを流れる小さ
な高良川を挟んで、高台に家が並んでいます。この小さな
集落に、天満社（現在は台風のため倒壊）・山神社・阿弥
陀堂そして帝釈堂と２つの神社と２つのお堂を有し、地区
民のあつい信仰を受けています。また、馬の背のような小
山を越えると、六郷満山末山本寺の大嶽山神宮寺が建立さ
れています。
　私が初めて高良を訪れたのは、かれこれ30年前、国東
町歴史民俗資料館に勤務して間もない頃でした。国東町の
出身ではない私にとって、国東の里で受け継がれている有
形・無形の文化財に驚き、興奮したことを鮮明に覚えてお
ります。まさに国東は、文化・文化財の宝庫であり、「野
外博物館」と称される由縁だと思いました。
　今回、ホーヤク祭りを紹介するにあたり、かつての祭り
の様子を記したいと思います。ちなみに今年のホーヤク祭
りは新暦の７月30日でした。

奇祭ホーヤク祭り
　帝釈天の祭りは、旧暦の６月と11月の２回行われ、夏祭
りがホーヤク祭りと呼ばれています。祭りは、五穀豊穣・
無病息災・家内安全・安産祈願などの諸願をかけて、神宮
寺住職が司祭者となり、執り行われ、読経のとき拍手を打
って参拝します。まさに神仏習合の世界といえましょう。

祭りの準備
　キモイリ（世話人・入札制で一番安く札を入れた人に落
ちる）は、17日の夕方までに全戸よりその年に収穫した小
麦粉２合と、神酒代として１合分のお金を集めておきま
す。夕方、キモイリの家に青年たちが集まり、神酒を飲
み、小麦粉をこね、お供えの団子作りが始まります。供物
が供物だけに、それはそれはにぎやかなこと。「お前のは
大きい、小さい。」などといいながら、作りあげていく光
景は、卑猥さは微塵も感じられず、和やかな雰囲気の中
で、作られています。しかし、どうしたことか、作るのは
男衆。女性たちは、顔を赤らめながら、できあがった供物
をゆでています。
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ウエイトリフティングの気合と迫力を堪能
第49回全九州ウエイトリフティング選手権大会を開催
　８月18日㈯、19日㈰に第49回全九州ウエイトリフティ
ング選手権大会兼第21回マスターズ選手権大会が国東市
で開催されました。
　18日午後６時からいこいの村国東マリンホールで、九
州各県の選手、大会関係者など約100人が参加して開会式
が行われました。主催者を代表して大分県ウエイトリフ
ティング協会会長の吉田忠智県議会議員が「国体会場で
行われるこの大会を大きな経験にして、リハーサル大
会・国体に向けて万全の体制を整えていきましょう。」と
あいさつ。地元を代表して高木正史副市長が「ようこ
そ、国東市へ。この大会を通して友情とふれあいの輪を
広げ、国体開催に向けた機運をさらに盛り上げていきま
しょう。」と歓迎のことばを述べました。
　この後、地元国東市の武田雄大選手（国東農工高校教
諭）が力強く選手宣誓をして19日の競技会での健闘を誓
い合いました。
　19日は午前８時30分から競技が開始され、九州各県の67

名の選手が、56キロ級
から105キロ超級まで
の８階級（一般の部・
マスターズの部）に分
かれて、日ごろ鍛えた
力と技を競いました。
　熱戦を繰り広げた結

果、沖縄県が５年連続の優
勝、準優勝は福岡県、３位
は宮崎県でした。
　大分県勢では、105キロ
級に出場した国東市の武田
雄大選手がスナッチで145
キロの大会新記録を樹立し優勝するなど、各階級で満遍
なく得点を重ね団体戦４位と健闘しました。
　この大会は両大会の開催機運の盛り上げと、競技運営
体制の習熟を図ることを目的として国体開催地である国
東市で開催されました。会場には多くの市民がこれまで
馴染みのなかったウエイトリフティング競技の観戦に訪
れたほか、11月のリハーサル大会に向けた競技アナウン
スや競技会の各種運営研修なども行われ、終日大勢の人
の熱気であふれていました。

「チャレンジ！ おおいた国体」までの各種競技会の開催予定（アストくにさき）

　団子ができあが
ると、大太鼓を打
ち鳴らし、準備が
できたことを告げ
ます。人々は、昼
なお暗い原生林の
山道を、帝釈堂め
ざして、2キロメ
ートルほど登って
いきます。

祭祀
　帝釈堂は頂上に
あり、大きな岩窟
の下に建立されて
います。いわゆる
六郷満山の寺々で
多く見られる懸屋
（岩窟から屋根を
伸ばし、背面を岩
壁にした建物）のお堂です。拝殿は、高さ３メートルほど
の梯子を上ったところにあり、岩穴を須弥壇として、武帝
を思わせる帝釈天像と仁門菩薩像の石造仏が安置されてい
ます。
　供え物は、特大型の一組の団子で、永代堂主とキモイリ
によって奉納されます。かつて、帝釈天像は、巌の中に安
置されていたといわれますが、祈願成就のお礼に今のお堂
が寄進されたといいます。
　型どおりの儀式が終わると、堂横のツボ（庭）で盆踊り
が奉納されます。原生林に響く左衛門や六調子の口説き唄
は、一種独特の雰囲気です。ナカヨカイに男衆には男のも
のの、女衆には女のものの団子が配られます。夜遅くまで
帝釈天さまの森は、和やかなときが流れていきます。
　ホーヤク祭りの起源は、定かではありません。「高地
ン、高良の子産堂。犬が鳴ったら、戸が吠えた…」等々
と、お供えの団子を見て、ホーヤク（たわけ）事の祭りと
して、冷やかし唄が残っていますが、豊かな実りを祈願す
るために、その象徴として男女の生殖器を団子に託して奉
納したと思われます。かつては、粟や稗の団子を供えてい
たことからも原始信仰と原始農耕を色濃く残した焼畑農業
の要素を持つ、きわめて貴重な祭りといえます。

おわりに
　村の小祭りが消えると「村が消える」。祭りは、その村
の誇りであり、地域の連帯感を生み出す源だと思います。
高良のホーヤク祭りが受け継がれる限り、高良の未来に向
けて、地区民の誰かが動き出すはず。ホーヤク祭りは、市
の無形民俗文化財に指定されています。文化財保護法の中
で、政府や地方公共団体の任務が明確にされています。同
時に所有者や代表者にも心構えを訓示しています。
　なによりも自分たちの地域にある文化財は自分たちで守
り継承していこうとする理念が必要となります。行政は、
受け継いでいる人々の声を聞き、文化財の保存と活用に最
大限の努力をすることが、今、求められているのではない
でしょうか。

（前国東市教育委員　金田信子）
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１年後に迫った国体の開催に向けて、上記競技会をアストくにさきで開催します。市民の皆さんの会場での声援をお願いします。

かけ  や
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国東市は第63回国民体育大会ウエイトリフティング競技会の開催地です

●チャレンジ！ おおいた国体についての問い合わせは
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ホームページアドレス　http://kokutai-kunisaki.com
E-mail　kokutai-suishin@city.kunisaki.lg.jp

大分県入賞選手（敬称略）
一般の部
 56キロ級　③高橋　純平（明治大）　　　　　 185キロ
 69キロ級　③大塚　裕也（早稲田大）　　　　 239キロ
 85キロ級　③橋本　善征（法政大）　　　　　 270キロ
105キロ級　①武田　雄大（国東農工高校教諭） 320キロ
マスターズ
 62キロ級　②吉田　三郎（スリーエス）　　　 153キロ
 69キロ級　②一宮　英昭（別大合同タクシー） 125キロ

ホーヤク祭り（帝釈天祭）

Kunimi   Kunisaki まちの
話  題
まちの
話  題
まちの
話  題

Town Topics

Musashi    Aki 

まちの
話  題

はじめに
　国東町の高良地区に伝わる帝釈天祭は、旧暦の６月17
日の宵祭りに、帝釈天さまにお供えする供物が、小麦粉で
作った男女の生殖器を形どったものから、俗にホ－ヤク
（たわけた事）祭りとも呼ばれています。
　高良は、豊崎地区にあり、右斜面の谷あいを流れる小さ
な高良川を挟んで、高台に家が並んでいます。この小さな
集落に、天満社（現在は台風のため倒壊）・山神社・阿弥
陀堂そして帝釈堂と２つの神社と２つのお堂を有し、地区
民のあつい信仰を受けています。また、馬の背のような小
山を越えると、六郷満山末山本寺の大嶽山神宮寺が建立さ
れています。
　私が初めて高良を訪れたのは、かれこれ30年前、国東
町歴史民俗資料館に勤務して間もない頃でした。国東町の
出身ではない私にとって、国東の里で受け継がれている有
形・無形の文化財に驚き、興奮したことを鮮明に覚えてお
ります。まさに国東は、文化・文化財の宝庫であり、「野
外博物館」と称される由縁だと思いました。
　今回、ホーヤク祭りを紹介するにあたり、かつての祭り
の様子を記したいと思います。ちなみに今年のホーヤク祭
りは新暦の７月30日でした。

奇祭ホーヤク祭り
　帝釈天の祭りは、旧暦の６月と11月の２回行われ、夏祭
りがホーヤク祭りと呼ばれています。祭りは、五穀豊穣・
無病息災・家内安全・安産祈願などの諸願をかけて、神宮
寺住職が司祭者となり、執り行われ、読経のとき拍手を打
って参拝します。まさに神仏習合の世界といえましょう。

祭りの準備
　キモイリ（世話人・入札制で一番安く札を入れた人に落
ちる）は、17日の夕方までに全戸よりその年に収穫した小
麦粉２合と、神酒代として１合分のお金を集めておきま
す。夕方、キモイリの家に青年たちが集まり、神酒を飲
み、小麦粉をこね、お供えの団子作りが始まります。供物
が供物だけに、それはそれはにぎやかなこと。「お前のは
大きい、小さい。」などといいながら、作りあげていく光
景は、卑猥さは微塵も感じられず、和やかな雰囲気の中
で、作られています。しかし、どうしたことか、作るのは
男衆。女性たちは、顔を赤らめながら、できあがった供物
をゆでています。
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で、政府や地方公共団体の任務が明確にされています。同
時に所有者や代表者にも心構えを訓示しています。
　なによりも自分たちの地域にある文化財は自分たちで守
り継承していこうとする理念が必要となります。行政は、
受け継いでいる人々の声を聞き、文化財の保存と活用に最
大限の努力をすることが、今、求められているのではない
でしょうか。

（前国東市教育委員　金田信子）

　団子ができあが
ると、大太鼓を打
ち鳴らし、準備が
できたことを告げ
ます。人々は、昼
なお暗い原生林の
山道を、帝釈堂め
ざして、2キロメ
ートルほど登って
いきます。

祭祀
　帝釈堂は頂上に
あり、大きな岩窟
の下に建立されて
います。いわゆる
六郷満山の寺々で
多く見られる懸屋
（岩窟から屋根を
伸ばし、背面を岩
壁にした建物）のお堂です。拝殿は、高さ３メートルほど
の梯子を上ったところにあり、岩穴を須弥壇として、武帝
を思わせる帝釈天像と仁門菩薩像の石造仏が安置されてい
ます。
　供え物は、特大型の一組の団子で、永代堂主とキモイリ
によって奉納されます。かつて、帝釈天像は、巌の中に安
置されていたといわれますが、祈願成就のお礼に今のお堂
が寄進されたといいます。
　型どおりの儀式が終わると、堂横のツボ（庭）で盆踊り
が奉納されます。原生林に響く左衛門や六調子の口説き唄
は、一種独特の雰囲気です。ナカヨカイに男衆には男のも
のの、女衆には女のものの団子が配られます。夜遅くまで
帝釈天さまの森は、和やかなときが流れていきます。
　ホーヤク祭りの起源は、定かではありません。「高地
ン、高良の子産堂。犬が鳴ったら、戸が吠えた…」等々
と、お供えの団子を見て、ホーヤク（たわけ）事の祭りと
して、冷やかし唄が残っていますが、豊かな実りを祈願す
るために、その象徴として男女の生殖器を団子に託して奉
納したと思われます。かつては、粟や稗の団子を供えてい
たことからも原始信仰と原始農耕を色濃く残した焼畑農業
の要素を持つ、きわめて貴重な祭りといえます。

おわりに
　村の小祭りが消えると「村が消える」。祭りは、その村
の誇りであり、地域の連帯感を生み出す源だと思います。
高良のホーヤク祭りが受け継がれる限り、高良の未来に向
けて、地区民の誰かが動き出すはず。ホーヤク祭りは、市
の無形民俗文化財に指定されています。文化財保護法の中
で、政府や地方公共団体の任務が明確にされています。同
時に所有者や代表者にも心構えを訓示しています。
　なによりも自分たちの地域にある文化財は自分たちで守
り継承していこうとする理念が必要となります。行政は、
受け継いでいる人々の声を聞き、文化財の保存と活用に最
大限の努力をすることが、今、求められているのではない
でしょうか。

（前国東市教育委員　金田信子）
今年も男衆がお供えの団子を作りました

帝釈堂での盆踊りのようす（平成15年７月）

年度
平成19年度

平成20年度

開催期間
平成19年９月15日㈯
　　　　　～16日㈰
平成19年11月16日㈮
　　　　　～18日㈰
　
平成20年１月20日㈰
平成20年６月（予定）
平成20年10月４日㈯
　　　　　～６日㈪

大会名
第60回大分県民体育大会ウエイトリフティング競技会

内閣総理大臣杯第44回全日本社会人ウエイトリフティング選手権大会
チャレンジ！ おおいた国体記念杯女子ウエイトリフティング競技会
（第63回国民体育大会ウエイトリフティング競技リハーサル大会）
第16回全九州高等学校ウエイトリフティング競技選抜大会
第61回大分県民体育大会ウエイトリフティング競技会
第63回国民体育大会ウエイトリフティング競技会

開催場所
アストくにさき・アグリホール

アストくにさき・アストホール・アグリホール

アストくにさき・アグリホール
アストくにさき・アグリホール
アストくにさき・アストホール・アグリホール

１年後に迫った国体の開催に向けて、上記競技会をアストくにさきで開催します。市民の皆さんの会場での声援をお願いします。

かけ  や
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国東支部少年野球夏季大会
７月28日㈯・29日㈰　国見球場・国見陸上競技場

▲優勝した「飯塚レッドスターズ」の皆さん②「伊美ジャガーズ」③「姫島エンゼルス」

第２回市長杯グラウンドゴルフ大会
８月４日㈯　安岐中学校グラウンド

▲優勝した「武蔵Ａ」の皆さん②「西安岐」③「国見Ａ」

国東市ナイターソフトボール大会国東予選会
８月３日㈮　国東陸上競技場

▲Ａ部優勝の「今在家Ａ」の皆さん②「松原Ａ」③「浜陰」「小原清流」

▲５位入賞を果たした国東市選抜チームの皆さん

▲Ｂ部優勝の「吉木Ａ」の皆さん②「柳」③「来浦」「下治郎丸」

JA組合長杯
８月９日㈭　国東野球場

▲優勝した「山猿」の皆さん②「ＪＡ」

　第２回国東市水泳フェスティバルが、８月
19日㈰午前９時から、国見Ｂ＆Ｇ海洋セン
ターで、市内の小学校から68名が参加して開
催されました。
　参加した選手の皆さんは、学年別に行われ
た自由形、平泳ぎ、背泳ぎ、バタフライの各種目で、自己ベスト更新目指
して夏休み中の練習の成果を発揮し、27名が大会新記録を達成しました。
　なお、各種目の上位入賞者25名が、９月２日㈰に大分市営温水プールで
開催される「第６回大分県郡市対抗学童水泳競技大会」に参加することに
なっています。

　11月11日㈰に開催予定の第18回とみくじマラソン
大会の出店者を次のとおり募集します。なお、出店
希望者多数の場合は、実行委員会で審議のうえ決定
します。
出店条件　①国東市の特産品、名産品としてＰＲで
きる品物②将来、国東市の特産、名産品にしたい
と思う品物③団体、グループでの出店④利益を市
内に還元できるような団体、品物⑤会場を盛り上
げ、参加者の利便性を考慮したもの、参加者に喜
んでもらえるもの⑥草刈り、会場設営、後片付け
等の作業に参加できる方（必須条件）

　※出店場所については、実行委員会で決定します。
申込期限　９月30日㈯
申込方法　団体名、代表者の氏名・住所・電話番号、
出店予定品目を明記しＦＡＸでお申し込みくださ
い。詳しくは、下記までお問い合わせください。

申込・問い合わせ
とみくじマラソン実行委員会（昼食・出店担当　
藤原浩和さん）　☎0978740804　FAX0978740516

　第１回大分県地域選抜軟式野球大会が、８月11日
㈯・12日㈰に大分市ストーク球場を中心に開催され
ました。この大会は、６月の中体連の予選で敗退した
中学３年生に少しでも長く野球をさせてあげたいと
いう県軟式野球連盟の趣旨により実施され、県内各
地域の中学３年生で構成された12チー
ムが参加し熱戦を繰り広げました。
　市内の中学校と姫島中学校の選手で
構成された国東市選抜チームは、１回
戦は竹田市選抜に７－０のコールド勝
ちし、準々決勝では豊後大野市選抜に

息詰まる投手戦の末、０－１で惜敗しました。
　２日目は、準決勝に進めなかったチーム同士で５位
決定のトーナメント戦が行われ、国東市選抜は宇佐
市選抜に５－３、佐伯市選抜には３－２でサヨナラ勝
ちをし、見事５位入賞を果たしました。

　８月27日㈪、国東町の富来少年剣道クラブの梶
原康孝選手（富来小５年）が市役所を訪れ、９月
16日㈰に大阪府で行われる第2回全日本都道府県
対抗少年剣道優勝大会へ大分県選抜チームの一員
として出場することを野田市長に報告しました。
　梶原選手は、６月に行われた予選会で県代表に
決定。県選抜選手の合宿に参加しながら練習に励
んでいます。梶原選手は「全国大会では、日頃の
練習の成果を発揮できるよう一生懸命頑張りま
す。」と決意を述べました。

第２回国東市水泳フェスティバル

第18回とみくじマラソン大会出店者募集梶
原
康
孝
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手（
富
来
少
剣
）が
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２
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に
出
場

第１回大分県地域選抜軟式野球大会

　第45回大分県中学校総合体育大会（７月24日㈫～27日
㈮）で優秀な成績を収め九州大会に出場した、安岐中ソ
フトテニス部・武蔵中・国東中柔道部の皆さんが、８月13
日㈪に市役所を訪れ、野田市長に九州大会の結果と全国
大会出場を報告しました。
　九州大会には、県大会で優勝した安岐中学校ソフトテ
ニス部の男子団体、個人ダブルスの吉田雄紀・江村文貴
組、準優勝したした女子団体、柔道競技では、男子個人
55㎏級で優勝した有次葵選手（武蔵中）、女子個人70㎏超
級で優勝した伊勢川実加選手（国東中）が出場。安岐中
学校ソフトテニス部の男子団体、個人ダブルスの吉田雄
紀・江村文貴組が見事優勝を果たし、全国大会（８月20日
～23日・仙台市）への出場を決めました。
　全国大会には、ソフトテニスの団体・個人ダブルスと、
既に出場権を得ていた柔道の有次選手、伊勢川選手（８
月22日～26日・山形市）が参加。ソフトテニスの団体で５
位入賞を果たしました。

▲九州大会男子団体で優勝した安岐中学校ソフトテニス部の皆さん
　吉田選手（後列左から２番目）・江村選手（後列右端）組が個人ダブルスで優勝しました（男子）

▲県大会女子団体で準優勝した安岐中学校ソフトテニス部の皆さん

野
田
市
長
に
報
告
に
訪
れ
た
梶
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と
、
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▲伊勢川実加選手（国東中学校） ▲有次葵選手（武蔵中学校）

安岐中ソフトテニス部、武蔵中・国東中柔道部が
九州大会、全国大会への出場を報告
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国東支部少年野球夏季大会
７月28日㈯・29日㈰　国見球場・国見陸上競技場

▲優勝した「飯塚レッドスターズ」の皆さん②「伊美ジャガーズ」③「姫島エンゼルス」

第２回市長杯グラウンドゴルフ大会
８月４日㈯　安岐中学校グラウンド

▲優勝した「武蔵Ａ」の皆さん②「西安岐」③「国見Ａ」

国東市ナイターソフトボール大会国東予選会
８月３日㈮　国東陸上競技場

▲Ａ部優勝の「今在家Ａ」の皆さん②「松原Ａ」③「浜陰」「小原清流」

▲５位入賞を果たした国東市選抜チームの皆さん

▲Ｂ部優勝の「吉木Ａ」の皆さん②「柳」③「来浦」「下治郎丸」

JA組合長杯
８月９日㈭　国東野球場

▲優勝した「山猿」の皆さん②「ＪＡ」

　第２回国東市水泳フェスティバルが、８月
19日㈰午前９時から、国見Ｂ＆Ｇ海洋セン
ターで、市内の小学校から68名が参加して開
催されました。
　参加した選手の皆さんは、学年別に行われ
た自由形、平泳ぎ、背泳ぎ、バタフライの各種目で、自己ベスト更新目指
して夏休み中の練習の成果を発揮し、27名が大会新記録を達成しました。
　なお、各種目の上位入賞者25名が、９月２日㈰に大分市営温水プールで
開催される「第６回大分県郡市対抗学童水泳競技大会」に参加することに
なっています。

　11月11日㈰に開催予定の第18回とみくじマラソン
大会の出店者を次のとおり募集します。なお、出店
希望者多数の場合は、実行委員会で審議のうえ決定
します。
出店条件　①国東市の特産品、名産品としてＰＲで
きる品物②将来、国東市の特産、名産品にしたい
と思う品物③団体、グループでの出店④利益を市
内に還元できるような団体、品物⑤会場を盛り上
げ、参加者の利便性を考慮したもの、参加者に喜
んでもらえるもの⑥草刈り、会場設営、後片付け
等の作業に参加できる方（必須条件）

　※出店場所については、実行委員会で決定します。
申込期限　９月30日㈯
申込方法　団体名、代表者の氏名・住所・電話番号、
出店予定品目を明記しＦＡＸでお申し込みくださ
い。詳しくは、下記までお問い合わせください。

申込・問い合わせ
とみくじマラソン実行委員会（昼食・出店担当　
藤原浩和さん）　☎0978740804　FAX0978740516

　第１回大分県地域選抜軟式野球大会が、８月11日
㈯・12日㈰に大分市ストーク球場を中心に開催され
ました。この大会は、６月の中体連の予選で敗退した
中学３年生に少しでも長く野球をさせてあげたいと
いう県軟式野球連盟の趣旨により実施され、県内各
地域の中学３年生で構成された12チー
ムが参加し熱戦を繰り広げました。
　市内の中学校と姫島中学校の選手で
構成された国東市選抜チームは、１回
戦は竹田市選抜に７－０のコールド勝
ちし、準々決勝では豊後大野市選抜に

息詰まる投手戦の末、０－１で惜敗しました。
　２日目は、準決勝に進めなかったチーム同士で５位
決定のトーナメント戦が行われ、国東市選抜は宇佐
市選抜に５－３、佐伯市選抜には３－２でサヨナラ勝
ちをし、見事５位入賞を果たしました。

　８月27日㈪、国東町の富来少年剣道クラブの梶
原康孝選手（富来小５年）が市役所を訪れ、９月
16日㈰に大阪府で行われる第2回全日本都道府県
対抗少年剣道優勝大会へ大分県選抜チームの一員
として出場することを野田市長に報告しました。
　梶原選手は、６月に行われた予選会で県代表に
決定。県選抜選手の合宿に参加しながら練習に励
んでいます。梶原選手は「全国大会では、日頃の
練習の成果を発揮できるよう一生懸命頑張りま
す。」と決意を述べました。

第２回国東市水泳フェスティバル

第18回とみくじマラソン大会出店者募集梶
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第１回大分県地域選抜軟式野球大会

　第45回大分県中学校総合体育大会（７月24日㈫～27日
㈮）で優秀な成績を収め九州大会に出場した、安岐中ソ
フトテニス部・武蔵中・国東中柔道部の皆さんが、８月13
日㈪に市役所を訪れ、野田市長に九州大会の結果と全国
大会出場を報告しました。
　九州大会には、県大会で優勝した安岐中学校ソフトテ
ニス部の男子団体、個人ダブルスの吉田雄紀・江村文貴
組、準優勝したした女子団体、柔道競技では、男子個人
55㎏級で優勝した有次葵選手（武蔵中）、女子個人70㎏超
級で優勝した伊勢川実加選手（国東中）が出場。安岐中
学校ソフトテニス部の男子団体、個人ダブルスの吉田雄
紀・江村文貴組が見事優勝を果たし、全国大会（８月20日
～23日・仙台市）への出場を決めました。
　全国大会には、ソフトテニスの団体・個人ダブルスと、
既に出場権を得ていた柔道の有次選手、伊勢川選手（８
月22日～26日・山形市）が参加。ソフトテニスの団体で５
位入賞を果たしました。

▲九州大会男子団体で優勝した安岐中学校ソフトテニス部の皆さん
　吉田選手（後列左から２番目）・江村選手（後列右端）組が個人ダブルスで優勝しました（男子）

▲県大会女子団体で準優勝した安岐中学校ソフトテニス部の皆さん

野
田
市
長
に
報
告
に
訪
れ
た
梶
原
選
手
と
、

（
左
か
ら
）橋
永
久
美
子
富
来
小
学
校
長
、

仲
井
昭
彦
富
来
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
監
督
◀

▲伊勢川実加選手（国東中学校） ▲有次葵選手（武蔵中学校）

安岐中ソフトテニス部、武蔵中・国東中柔道部が
九州大会、全国大会への出場を報告
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企画課男女共同参画係です企画課男女共同参画係です
こんにちは！

　朝夕は幾分、しのぎやすくなってきました。長かった梅雨が明けてからの暑さは、大変なものでし

たが、そんな暑い中、７月18日㈬と30日㈪の２日間、アストくにさきにおいて「おとなの学び講座」

を県との共催で開講しました。受講者は32名で４つの講座について学習をしました。

　以上の方々が、それぞれの立場から男女共同参画についての詳しいお話

や、グル－プワ－クを取り入れた参加型の学習を行いました。受講者は市内

全域からの参加でしたが、和やかな内にも真剣な眼差しで、活発な議論を展

開しました。

……受講をされた方の感想を一部ご紹介します｡……

 「女性の背負っているもの、男性の背負っているものを共有し、協力しあえるよう頑張りたい」「今

まで自分の中に不満に思っていたことが、今回の講座が参考になり有意義であった」「自分にとっ

て、男女共同参画社会は残り少ない自分の人生に必要はない…と思っていたが、受講してみると、ま

だまだ勉強が必要と感じ、また学びたい」という

ことで、受講された方々が男女共同参画への理解

を深められて、更に、皆さんの『学びたい』気持

ちがひしひしと伝わってきました。市のほうもま

た何かの機会に、講座や学習会等を計画していき

たいと考えていますので、よろしくお願いいたし

ます。また受講された皆様には、ご参加ありがと

うございました。

　

８
月
10
日
㈮
、
ア
ス
ト
く
に
さ
き

で
、
県
内
の
人
権
教
育
関
係
者
が
約

９
０
０
名
参
加
し
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
㈳
大
分
県
人
権
教
育
研
究
協
議
会

主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
人
の
価
値
」
な
ど
の
詩
の
作
者
、

江
口
い
と
さ
ん
に
よ
る
「
私
の
歩
み

来
し
道
」、
ま
た
江
口
久
さ
ん
に
よ
る

「
共
に
生
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
て
」
と
題
し
、
記
念
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
実
体
験
に
基
づ
い
た
差

別
の
現
実
を
え
ぐ
り
出
す
話
に
、
会

場
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
権
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

小
原
小
学
校
家
庭
教
育
学
級
の
皆
さ

ん
が
会
場
と
一
体
と
な
り
、
手
話
を

使
っ
た
コ
ー
ラ
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
分
散
会
が
行
わ
れ
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
、
社
会
教

育
の
４
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

先
月
号
で
お
伝
え
し
ま
し
た
人
権
バ

ン
ド
「
願
児
我
楽
夢
」
に
よ
る
中
学
生

人
権
コ
ン
サ
ー
ト
、
参
加
し
た
国
見
中

学
校
生
徒
の
皆
さ
ん
や
保
護
者
の
方
の

感
想
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
生
徒
の
感
想
》

•
差
別
さ
れ
た
人
の
悲
し
さ
や
世
の
中

の
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
と
分
か
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
友
達
の
誕
生
日
会

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
子
が
、
部
落

差
別
の
た
め
呼
ん
で
も
ら
え
な
か
っ

た
、
と
い
う
話
が
一
番
印
象
的
で
し

た
。
何
も
悪
い
こ
と
は
し
て
い
な
い

の
に
呼
ば
れ
な
い
な
ん
て…

。
差
別

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

•
楽
器
の
演
奏
や
歌
声
が
と
て
も
す
ば

ら
し
か
っ
た
で
す
。
歌
の
内
容
は
部

落
差
別
を
受
け
る
人
や
、
障
が
い
を

持
っ
て
い
る
人
、
被
爆
者
の
方
の
こ

と
な
ど
で
、
と
て
も
深
く
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
自
分
で
は
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
辛
さ
を
味
わ
う
人
が
、

今
で
も
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
か

さ
れ
ま
し
た
。
障
が
い
を
持
っ
て
い

る
人
が
「
か
わ
い
そ
う
」
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
嫌
で
、
「
一
つ
の
個
性
」

と
し
て
と
ら
え
た
生
き
方
を
し
て
い

て
、
と
て
も
た
く
ま
し
い
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。

《
保
護
者
の
感
想
》

•
人
と
し
て
、
生
き
る
勇
気
と
楽
し
さ

を
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

•
辛
い
、
悲
し
い
思
い
を
さ
れ
た
人
々

の
訴
え
は
、
ず
し
ん
と
心
に
響
き
ま

す
。

•
命
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

な
け
れ
ば
、
大
人
が
手
本
に
な
ら
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

•
母
一
人
で
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る
家

庭
の
大
変
さ
は
よ
く
分
か
り
ま
す
。

私
は
そ
ん
な
家
庭
を
応
援
し
た
い
で

す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム

▲小原小学校家庭教育学級の皆さんによるステージ ▲超満員のアストホール

▲グループワークでの学習を行いました

▲講師の松木和美さん（７月18日）

▶
講
師
の
江
口
い
と
さ
ん（

上）

、久
さ
ん（

下）

親
子

中
学
生
人
権
コ
ン
サ
ー
ト -
心
に
刻
む-

中
学
生
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

♬♬

♫

中
学
生
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

中
学
生
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

♬♬♬

♬♬♬

♪
♫-♫♫--♫♫♫
心
に
刻
む

♫
心
に
刻
む

心
に
刻
む
♯♯♯

♫
---

中
学
生
人
権
コ
ン
サ
ー
ト -
心
に
刻
む-

かつ　き

大分県男女共同参画プラザ所長 小手川義光さん
大分県人権研修講師、大分家庭裁判所調停員 松木　和美さん
佐賀県立女性センタ－(事業コ－ディネ－タ－) 甲木　京子さん
キャリアカウンセラ－、大分県人権研修講師 本田さとえさん

　平成19年就業構造基本調査を10月１日現在で行います。
　この調査は、国民の就業及び不就業の状態を調査し、全国
及び地域別の就業構造に関する基礎資料を得ることを目的と
する統計調査です。調査には県知事から任命された調査員
が、対象となる各世帯を訪問します。調査へのご協力をお願
いします。

総務省統計局・大分県・国東市

就業構造基本調査に
ご協力を
お願いします



21 2007.9

♬

♬

♯

♪
♫

20

人権シリーズ vol.16

みんなの顔が見えるまち

「
人
権
教
育
の
創
造
」

「
子
ど
も
た
ち
に
確
か
な
未
来
を
」

企画課男女共同参画係です企画課男女共同参画係です
こんにちは！

　朝夕は幾分、しのぎやすくなってきました。長かった梅雨が明けてからの暑さは、大変なものでし

たが、そんな暑い中、７月18日㈬と30日㈪の２日間、アストくにさきにおいて「おとなの学び講座」

を県との共催で開講しました。受講者は32名で４つの講座について学習をしました。

　以上の方々が、それぞれの立場から男女共同参画についての詳しいお話

や、グル－プワ－クを取り入れた参加型の学習を行いました。受講者は市内

全域からの参加でしたが、和やかな内にも真剣な眼差しで、活発な議論を展

開しました。

……受講をされた方の感想を一部ご紹介します｡……

 「女性の背負っているもの、男性の背負っているものを共有し、協力しあえるよう頑張りたい」「今

まで自分の中に不満に思っていたことが、今回の講座が参考になり有意義であった」「自分にとっ

て、男女共同参画社会は残り少ない自分の人生に必要はない…と思っていたが、受講してみると、ま

だまだ勉強が必要と感じ、また学びたい」という

ことで、受講された方々が男女共同参画への理解

を深められて、更に、皆さんの『学びたい』気持

ちがひしひしと伝わってきました。市のほうもま

た何かの機会に、講座や学習会等を計画していき

たいと考えていますので、よろしくお願いいたし

ます。また受講された皆様には、ご参加ありがと

うございました。

　

８
月
10
日
㈮
、
ア
ス
ト
く
に
さ
き

で
、
県
内
の
人
権
教
育
関
係
者
が
約

９
０
０
名
参
加
し
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
㈳
大
分
県
人
権
教
育
研
究
協
議
会

主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
人
の
価
値
」
な
ど
の
詩
の
作
者
、

江
口
い
と
さ
ん
に
よ
る
「
私
の
歩
み

来
し
道
」、
ま
た
江
口
久
さ
ん
に
よ
る

「
共
に
生
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
て
」
と
題
し
、
記
念
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
実
体
験
に
基
づ
い
た
差

別
の
現
実
を
え
ぐ
り
出
す
話
に
、
会

場
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
権
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

小
原
小
学
校
家
庭
教
育
学
級
の
皆
さ

ん
が
会
場
と
一
体
と
な
り
、
手
話
を

使
っ
た
コ
ー
ラ
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
分
散
会
が
行
わ
れ
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
、
社
会
教

育
の
４
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

先
月
号
で
お
伝
え
し
ま
し
た
人
権
バ

ン
ド
「
願
児
我
楽
夢
」
に
よ
る
中
学
生

人
権
コ
ン
サ
ー
ト
、
参
加
し
た
国
見
中

学
校
生
徒
の
皆
さ
ん
や
保
護
者
の
方
の

感
想
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
生
徒
の
感
想
》

•
差
別
さ
れ
た
人
の
悲
し
さ
や
世
の
中

の
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
と
分
か
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
友
達
の
誕
生
日
会

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
子
が
、
部
落

差
別
の
た
め
呼
ん
で
も
ら
え
な
か
っ

た
、
と
い
う
話
が
一
番
印
象
的
で
し

た
。
何
も
悪
い
こ
と
は
し
て
い
な
い

の
に
呼
ば
れ
な
い
な
ん
て…

。
差
別

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

•
楽
器
の
演
奏
や
歌
声
が
と
て
も
す
ば

ら
し
か
っ
た
で
す
。
歌
の
内
容
は
部

落
差
別
を
受
け
る
人
や
、
障
が
い
を

持
っ
て
い
る
人
、
被
爆
者
の
方
の
こ

と
な
ど
で
、
と
て
も
深
く
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
自
分
で
は
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
辛
さ
を
味
わ
う
人
が
、

今
で
も
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
か

さ
れ
ま
し
た
。
障
が
い
を
持
っ
て
い

る
人
が
「
か
わ
い
そ
う
」
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
嫌
で
、
「
一
つ
の
個
性
」

と
し
て
と
ら
え
た
生
き
方
を
し
て
い

て
、
と
て
も
た
く
ま
し
い
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。

《
保
護
者
の
感
想
》

•
人
と
し
て
、
生
き
る
勇
気
と
楽
し
さ

を
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

•
辛
い
、
悲
し
い
思
い
を
さ
れ
た
人
々

の
訴
え
は
、
ず
し
ん
と
心
に
響
き
ま

す
。

•
命
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

な
け
れ
ば
、
大
人
が
手
本
に
な
ら
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

•
母
一
人
で
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る
家

庭
の
大
変
さ
は
よ
く
分
か
り
ま
す
。

私
は
そ
ん
な
家
庭
を
応
援
し
た
い
で

す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム

▲小原小学校家庭教育学級の皆さんによるステージ ▲超満員のアストホール

▲グループワークでの学習を行いました

▲講師の松木和美さん（７月18日）

▶
講
師
の
江
口
い
と
さ
ん（

上）

、久
さ
ん（

下）

親
子

中
学
生
人
権
コ
ン
サ
ー
ト -

心
に
刻
む-

中
学
生
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

♬♬

♫

中
学
生
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

中
学
生
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

♬♬♬

♬♬♬

♪
♫-♫♫--♫♫♫
心
に
刻
む

♫
心
に
刻
む

心
に
刻
む
♯♯♯

♫

---

中
学
生
人
権
コ
ン
サ
ー
ト -

心
に
刻
む-

かつ　き

大分県男女共同参画プラザ所長 小手川義光さん
大分県人権研修講師、大分家庭裁判所調停員 松木　和美さん
佐賀県立女性センタ－(事業コ－ディネ－タ－) 甲木　京子さん
キャリアカウンセラ－、大分県人権研修講師 本田さとえさん

　平成19年就業構造基本調査を10月１日現在で行います。
　この調査は、国民の就業及び不就業の状態を調査し、全国
及び地域別の就業構造に関する基礎資料を得ることを目的と
する統計調査です。調査には県知事から任命された調査員
が、対象となる各世帯を訪問します。調査へのご協力をお願
いします。

総務省統計局・大分県・国東市

就業構造基本調査に
ご協力を
お願いします



2223 2007.9

問い合わせ
　国見図書館　　　　☎0978-82-1585
　くにさき図書館　　☎0978-72-3500
　武蔵図書館　　　　☎0978-69-0946
　安岐図書館　　　　☎0978-67-3551

7
14
21
28

1
8
15
22
29

２
９
16
23
30

３
10
17
24

４
11
18
25

５
12
19
26

6
13
20
27

日 月 火 水 木 金 土

は休館日

９図書館カレンダー 月

■ 新着図書のご紹介

28日㈮は、資料整理のため休館です。
武蔵図書館は、９月16日㈰～30日㈰、特別整理
期間で休館です。

◆国見図書館
　おはなしひろば
　１日㈯　午前９時30分～
　８日㈯　午前９時30分～
　　　　　竹田津改善センター

◆くにさき図書館
　おはなし会
　９日㈰　午前10時30分～
　22日㈯　午後２時～

◆武蔵図書館
　おはなしのへや
　５日㈬　午後３時30分～
　12日㈬　午後３時30分～
　移動図書館
　13日㈭　午後１時～１時30分
　　　　　武蔵西小学校

◆安岐図書館
　ひまわりの部屋（おはなし会）
　８日㈯　午前10時30分～

　明和９年４月下旬、豊後関前藩の藩士・坂崎磐音は、同藩藩士の河出慎
之介、小林琴平とともに、３年間の江戸勤番を終え帰郷した。３人は幼な
じみ。磐音は慎之介の妹・奈緒との結婚を控え、慎之介の妻は琴平のもう
一人の妹・舞。同藩の経済を立て直すための藩政改革といった大望を持っ
た３人は、固い絆で結ばれていた。
　だが、帰郷早々、事件が起きる。藩内で舞の不貞の噂が流れており、慎
之介が舞を手打ちにしてしまったのだ。腕のたつ琴平を誰も捕まえること
ができず、上意が下り、磐音は琴平を討つ。一晩で親友と許婚と大望を失
った磐音は、失意のうち藩を出て江戸へ向かう。
　現在、ＮＨＫで放送中の木曜時代劇の原作本。物語は心優しい主人公が
不本意ながら親友を手にかけてしまうところからスタートします。いきな
りクライマックスのようなシーンから始まるこの小説が、今、国見図書館
で大人気。読んだ人から必ず続きをリクエストされるので、現在23巻まで
出版されている“磐音シリーズ”を集めているところです。ぜひ、ご一読を！

　「この丘に何が出来たらいいと思う？」「遊園地！」
　悪性の腫瘍に侵され余命を宣告されたシュンは捨てたはずの故郷へ向か
った。そこにはカシオペアの丘遊園地の園長となったトシたち幼なじみが
いた。子どもの頃にカシオペアの丘と名づけた丘の上で、大人になった４
人は再会する。シュンとトシたちを引き裂いた悲しい事故、家族との確執、
学生時代の恋愛。人生の終わりを知ったシュンは過去と向き合いその痛み
を受け止めるために「王」と呼ばれた祖父と最後の旅に出る。
　著者の重松清さんはニュータウンに暮らす人々や現代に生きる子どもた
ちを主人公に多くの作品を発表しています。この本は北海道の雄大な自然
を背景に、「許し」とは何か、というテーマを通して人生のすばらしさを
描いた小説です。せつないけれど心が温かくなる読後感をお楽しみくださ
い。

　「だっこして、だっこして！」ちっちゃいたこは、おかあたこにいつも
いっています。でも、さすがタコのおかあさん。足が８本あるので、掃除
をしながら、洗濯をしながら、ちっちゃいたこをいつでもだっこできるの
です。
　あるとき、ちっちゃいたこは、いるかの親子に出会います。だっこして
いないいるかの親子をみて、ちっちゃいたこは考えます。たくさん考えて、
ちっちゃいたこがしたことは…。
　おかあたこのように、たくさんだっこしてあげたいけれど、なかなか現
実は難しい。そんな、子育てに奮闘中のお母さんにオススメです。
　たくさん愛がつまった、すてきな絵本。ぜひ親子で一緒に読んでみてく
ださい。

　安岐図書館では、この夏、図鑑や調べ学習の本をなんと 40 冊も購入し
ました。学習用図書の本棚は生まれ変わったみたいにキラキラ。その中で
もお薦めしたいのが、小学館の図鑑　NEO シリーズです。この図鑑のコ
ンセプトは、「私たちは地球で生き続ける。そのためには、子どもたちを、
宇宙や地球や生物に親しみ、その大切さを理解し、共存していけるように
考えられるようにしなくてはならない」ということなのだそうです。それ
が一番はっきり出ているのが、「地球」の巻です。地球の誕生から今まで
のこと、「台風がなぜ起こるのか」というような気象のこと、大地の成り
立ちや地震のこと、そして人類と地球のかかえる問題と未来についても書
かれています。写真も美しく、図もわかりやすいこの図鑑は、小さいお子
さんから、大人の方まで楽しめるものになっています。ぜひ、家族で眺め
ていただきたい一冊です。

図書館
だより

開館時間 午前10時～午後６時

く に さ き 図 書 館

国 見 図 書 館

武 蔵 図 書 館

安 岐 図 書 館

佐伯泰英（著）
「陽炎ノ辻  居眠り磐音江戸双紙」

重松　清（著）
「カシオペアの丘で  上・下」

エクトル・シエラ（文）、村上康成（絵）
「だっこして」

小学館
「小学館の図鑑  NEO  地球」

■ 図書館行事のご案内

国東市民の健康実態は？
どうなっているの？

　先月号でお知らせしていたとおり、今月は
介護認定を受けている方の状況についてお知
らせします。
　下記の表は平成18年10月～11月時点に国

東市で介護認定を受けている65歳以上の１号
被保険者の方2,573名が、介護保険制度を利
用するようになった原因となる疾病の内訳で
す。

　生活習慣病は、日常の生活と深く関連してお
り、いつまでも自分が自分らしく生活していくた
めには予防していくことが大切です。そのために
は、定期的に運動をしたり、食生活に気をつけた
りといった健康的な生活習慣の確立が重要です。

　そこで、皆さんに「健康的な生活習慣の推進」
を意識していただくために、９月を健康増進普及
月間としてお知らせしています。
　今年の標語は「１に運動　２に食事　しっかり
禁煙　最後にクスリ　～良い生活習慣は、気持ち
がいい！～」です。

●約半数が骨折や膝関節症などの筋骨格
系、続いて脳梗塞や脳血管疾患などの循
環器疾患が主な原因となっています。
●認知症などの神経系に関しても、脳血管
性の認知症もあり、血管病である循環器
疾患が主な原因となっていることがわか
ります。

●介護予防においては、
転倒防止対策、循環器
疾患である生活習慣病
の対策が重要です。

●転倒予防対策と生活習
慣病対策がうまくいく
と健康寿命が延びると
予想されます。

第３回は国東市の早世（65歳未満の死亡）の状況についてお知らせします。予 告

第　回2

保健のページ

病気やけがで介護が必要になった人は、どのような原因が主なのでしょうか？

　地域で行われた健診で前立腺がん検査（PSA検査）を受けた方へお知らせした基準値が本来より低く設定さ
れ、正常範囲の方にも精密検査紹介状を送付しご迷惑とご心配をおかけしておりました。ここでお知らせし、お
詫びさせていただきます。
　なお詳しい内容につきましては、「市民病院だより」に近々掲載する予定ですので、申し添えます。

国東市介護認定者疾病割合（平成18年10月～11月）

９月は健康増進普及月間です９月は健康増進普及月間です

筋骨格系（膝関節症・骨折等）
48.9%

循環器系（脳梗塞・心臓等）
25.0%

神経系（認知症）
18.0%

難病 1.0%
眼科 1.0%
代謝系 1.0%

呼吸器系 2.0%

新生物（がん）2.9%

神経系と合わせると約半数。
血管を大切にしなくては…

脳血管性の認知症も含む

介護予防・転倒予防が大切

※詳しい新着情報は、20日以降に回覧される図書館報「どくいち」をご覧ください。
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問い合わせ
　国見図書館　　　　☎0978-82-1585
　くにさき図書館　　☎0978-72-3500
　武蔵図書館　　　　☎0978-69-0946
　安岐図書館　　　　☎0978-67-3551
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は休館日

９図書館カレンダー 月

■ 新着図書のご紹介

28日㈮は、資料整理のため休館です。
武蔵図書館は、９月16日㈰～30日㈰、特別整理
期間で休館です。

◆国見図書館
　おはなしひろば
　１日㈯　午前９時30分～
　８日㈯　午前９時30分～
　　　　　竹田津改善センター

◆くにさき図書館
　おはなし会
　９日㈰　午前10時30分～
　22日㈯　午後２時～

◆武蔵図書館
　おはなしのへや
　５日㈬　午後３時30分～
　12日㈬　午後３時30分～
　移動図書館
　13日㈭　午後１時～１時30分
　　　　　武蔵西小学校

◆安岐図書館
　ひまわりの部屋（おはなし会）
　８日㈯　午前10時30分～

　明和９年４月下旬、豊後関前藩の藩士・坂崎磐音は、同藩藩士の河出慎
之介、小林琴平とともに、３年間の江戸勤番を終え帰郷した。３人は幼な
じみ。磐音は慎之介の妹・奈緒との結婚を控え、慎之介の妻は琴平のもう
一人の妹・舞。同藩の経済を立て直すための藩政改革といった大望を持っ
た３人は、固い絆で結ばれていた。
　だが、帰郷早々、事件が起きる。藩内で舞の不貞の噂が流れており、慎
之介が舞を手打ちにしてしまったのだ。腕のたつ琴平を誰も捕まえること
ができず、上意が下り、磐音は琴平を討つ。一晩で親友と許婚と大望を失
った磐音は、失意のうち藩を出て江戸へ向かう。
　現在、ＮＨＫで放送中の木曜時代劇の原作本。物語は心優しい主人公が
不本意ながら親友を手にかけてしまうところからスタートします。いきな
りクライマックスのようなシーンから始まるこの小説が、今、国見図書館
で大人気。読んだ人から必ず続きをリクエストされるので、現在23巻まで
出版されている“磐音シリーズ”を集めているところです。ぜひ、ご一読を！

　「この丘に何が出来たらいいと思う？」「遊園地！」
　悪性の腫瘍に侵され余命を宣告されたシュンは捨てたはずの故郷へ向か
った。そこにはカシオペアの丘遊園地の園長となったトシたち幼なじみが
いた。子どもの頃にカシオペアの丘と名づけた丘の上で、大人になった４
人は再会する。シュンとトシたちを引き裂いた悲しい事故、家族との確執、
学生時代の恋愛。人生の終わりを知ったシュンは過去と向き合いその痛み
を受け止めるために「王」と呼ばれた祖父と最後の旅に出る。
　著者の重松清さんはニュータウンに暮らす人々や現代に生きる子どもた
ちを主人公に多くの作品を発表しています。この本は北海道の雄大な自然
を背景に、「許し」とは何か、というテーマを通して人生のすばらしさを
描いた小説です。せつないけれど心が温かくなる読後感をお楽しみくださ
い。

　「だっこして、だっこして！」ちっちゃいたこは、おかあたこにいつも
いっています。でも、さすがタコのおかあさん。足が８本あるので、掃除
をしながら、洗濯をしながら、ちっちゃいたこをいつでもだっこできるの
です。
　あるとき、ちっちゃいたこは、いるかの親子に出会います。だっこして
いないいるかの親子をみて、ちっちゃいたこは考えます。たくさん考えて、
ちっちゃいたこがしたことは…。
　おかあたこのように、たくさんだっこしてあげたいけれど、なかなか現
実は難しい。そんな、子育てに奮闘中のお母さんにオススメです。
　たくさん愛がつまった、すてきな絵本。ぜひ親子で一緒に読んでみてく
ださい。

　安岐図書館では、この夏、図鑑や調べ学習の本をなんと 40 冊も購入し
ました。学習用図書の本棚は生まれ変わったみたいにキラキラ。その中で
もお薦めしたいのが、小学館の図鑑　NEO シリーズです。この図鑑のコ
ンセプトは、「私たちは地球で生き続ける。そのためには、子どもたちを、
宇宙や地球や生物に親しみ、その大切さを理解し、共存していけるように
考えられるようにしなくてはならない」ということなのだそうです。それ
が一番はっきり出ているのが、「地球」の巻です。地球の誕生から今まで
のこと、「台風がなぜ起こるのか」というような気象のこと、大地の成り
立ちや地震のこと、そして人類と地球のかかえる問題と未来についても書
かれています。写真も美しく、図もわかりやすいこの図鑑は、小さいお子
さんから、大人の方まで楽しめるものになっています。ぜひ、家族で眺め
ていただきたい一冊です。

図書館
だより

開館時間 午前10時～午後６時

く に さ き 図 書 館

国 見 図 書 館

武 蔵 図 書 館

安 岐 図 書 館

佐伯泰英（著）
「陽炎ノ辻  居眠り磐音江戸双紙」

重松　清（著）
「カシオペアの丘で  上・下」

エクトル・シエラ（文）、村上康成（絵）
「だっこして」

小学館
「小学館の図鑑  NEO  地球」

■ 図書館行事のご案内

国東市民の健康実態は？
どうなっているの？

　先月号でお知らせしていたとおり、今月は
介護認定を受けている方の状況についてお知
らせします。
　下記の表は平成18年10月～11月時点に国

東市で介護認定を受けている65歳以上の１号
被保険者の方2,573名が、介護保険制度を利
用するようになった原因となる疾病の内訳で
す。

　生活習慣病は、日常の生活と深く関連してお
り、いつまでも自分が自分らしく生活していくた
めには予防していくことが大切です。そのために
は、定期的に運動をしたり、食生活に気をつけた
りといった健康的な生活習慣の確立が重要です。

　そこで、皆さんに「健康的な生活習慣の推進」
を意識していただくために、９月を健康増進普及
月間としてお知らせしています。
　今年の標語は「１に運動　２に食事　しっかり
禁煙　最後にクスリ　～良い生活習慣は、気持ち
がいい！～」です。

●約半数が骨折や膝関節症などの筋骨格
系、続いて脳梗塞や脳血管疾患などの循
環器疾患が主な原因となっています。
●認知症などの神経系に関しても、脳血管
性の認知症もあり、血管病である循環器
疾患が主な原因となっていることがわか
ります。

●介護予防においては、
転倒防止対策、循環器
疾患である生活習慣病
の対策が重要です。

●転倒予防対策と生活習
慣病対策がうまくいく
と健康寿命が延びると
予想されます。

第３回は国東市の早世（65歳未満の死亡）の状況についてお知らせします。予 告

第　回2

保健のページ

病気やけがで介護が必要になった人は、どのような原因が主なのでしょうか？

　地域で行われた健診で前立腺がん検査（PSA検査）を受けた方へお知らせした基準値が本来より低く設定さ
れ、正常範囲の方にも精密検査紹介状を送付しご迷惑とご心配をおかけしておりました。ここでお知らせし、お
詫びさせていただきます。
　なお詳しい内容につきましては、「市民病院だより」に近々掲載する予定ですので、申し添えます。

国東市介護認定者疾病割合（平成18年10月～11月）

９月は健康増進普及月間です９月は健康増進普及月間です

筋骨格系（膝関節症・骨折等）
48.9%

循環器系（脳梗塞・心臓等）
25.0%

神経系（認知症）
18.0%

難病 1.0%
眼科 1.0%
代謝系 1.0%

呼吸器系 2.0%

新生物（がん）2.9%

神経系と合わせると約半数。
血管を大切にしなくては…

脳血管性の認知症も含む

介護予防・転倒予防が大切

※詳しい新着情報は、20日以降に回覧される図書館報「どくいち」をご覧ください。
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●国東市役所
　（国東総合支所）
　☎（0978）72-1111㈹

●国見総合支所
　☎（0978）82-1111㈹

●武蔵総合支所
　☎（0978）68-1111㈹

●安岐総合支所
　☎（0978）67-1111㈹

●国東市消防本部
　☎（0978）72-1101

●国東市民病院
　☎（0978）67-1211㈹

ひとのうごき（7月31日現在）
　男　　16,323人（△4）
　女　　17,897人（△11）
　計　　34,220人（△15）
世帯数　13,641世帯（7）

KUNISAKI

情

報

情

報

くらしの

コーナー

くらしの

コーナー

9月の納税：固定資産税（２期）、国民健康保健税（６期）、介護保険料（４期）
納期限は10月1日（月） 問い合わせ　税務課　☎０９７８‐７２‐５１６２
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日

募
集
要
項
　

申
込
書
（
申
込
書
は
当

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
申
込
書
は
市
販
の
履

歴
書
（
写
真
付
）
で
も
可
能
で
す
。）

（
８
／
１
〜
15
ま
で
の
届
出
分
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す　
（
敬
称
略
）

８
月

２
日
　

国
東
町
富
来
浦

　
　
　
　
　

金
高
　

進
吉
（
76
歳
）

３
日
　

国
見
町
竹
田
津

　
　
　
　
　

三
重
野
フ
ミ
ヱ
（
89
歳
）

　
　
　

安
岐
町
明
治

　
　
　
　
　

村
上
　

芳
昭
（
79
歳
）

４
日
　

安
岐
町
中
園

　
　
　
　
　

小
川
　

倡
吉
（
94
歳
）

　
　
　

国
東
町
富
来
浦

　
　
　
　
　

中
請
　

勇
德
（
82
歳
）

５
日
　

国
東
町
大
恩
寺

　
　
　
　
　

田
口
ハ
ツ
子
（
86
歳
）

６
日
　

国
見
町
岐
部

　
　
　
　
　

岐
部
フ
ミ
ヱ
（
105
歳
） 　

　
　

国
東
町
横
手

　
　
　
　
　

佐
藤
ア
サ
ヱ
（
83
歳
）

８
日
　

国
見
町
岐
部

　
　
　
　
　

栗
林
ト
ミ
ヱ
（
85
歳
）

９
日
　

国
東
町
浜

　
　
　
　
　

山
本
　
　

久
（
92
歳
）

　
　
　

国
東
町
北
江

　
　
　
　
　

金
澤
　
　

隆
（
65
歳
）

10
日
　

国
見
町
鬼
籠

　
　
　
　
　

猪
俣
ハ
ツ
子
（
76
歳
）

11
日
　

国
見
町
岐
部

　
　
　
　
　

井
上
チ
ヨ
子
（
89
歳
）

12
日
　

国
東
町
鶴
川

　
　
　
　
　

中
島
　

岩
夫
（
88
歳
）

　
　
　

安
岐
町
下
原

　
　
　
　
　

林
田
　

和
良
（
73
歳
）

７
月
　

24
日
　

武
蔵
町
糸
原
　
　

佐
藤
　

佑
樹
（
純
次
・
祐
紀
子
）

　
　
　

29
日
　

安
岐
町
瀬
戸
田
　

藤
原
　

彩
花
（
広
人
・
浩
子
）

　
　
　

30
日
　

安
岐
町
向
陽
台
　

古
野
　

稜
汰
（
敦
志
・
ま
り
子
）

　
　
　

31
日
　

武
蔵
町
内
田
　
　

吉
田
　

彩
音
（
貴
樹
・
省
子
）

　
　
　
　
　
　

国
東
町
大
恩
寺
　

松
井
　

新
汰
（
祥
太
郎
・
陽
子
）

８
月
　

２
日
　

国
東
町
鶴
川
　
　

江
藤
　

央
晴
（
優
志
・
明
紀
）

　
　
　
　
　
　

武
蔵
町
向
陽
台
　

工
藤
　

健
真
（
昌
良
・
有
希
乃
）

　
　
　
　
　
　

安
岐
町
中
園
　
　

林
　
　

悠
真
（
倫
宏
・
恵
子
）

　
　
　

３
日
　

武
蔵
町
向
陽
台
　

財
前
　

月
菜
（
基
治
・
真
理
）

　
　
　

７
日
　

安
岐
町
吉
松
　
　

河
野
　

心
音
（
一
・
美
和
）

　
　
　
　
　
　

武
蔵
町
向
陽
台
　

金
江
　

徹
平
（
雄
三
・
由
美
子
）

（
　
　

）
内
は
保
護
者
の
名
前
（
８
／
１
〜
15
ま
で
の
届
出
分
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
!

お
誕
生
お
め
で
と
う
!　
（
敬
称
略
）

か

あ
や

あ
や

た

り
ょ
う

き

ゆ
う

ね

あ
ら
た

お
う

せ
い

し
ん

け
ん

ま

ゆ
う

な

る

ね

こ
こ

ぺ
い

て
っ

締
切

９
月
20
日
㈭
　

午
後
５
時
（
郵
送
の

場
合
９
月
20
日
ま
で
の
消
印
有
効
）

試
験
期
日

10
月
４
日
㈭
　

国
東
市
民
病
院

試
験
内
容

作
文
・
口
述
試
験
・
健
康
診
断

○
臨
時
職
員

職
種
　

調
理
員

採
用
予
定
日

10
月
１
日
及
び
平
成
20
年
４
月
１
日

募
集
人
員

採
用
予
定
日
ご
と
に
各
１
名

年
齢
制
限
　

お
お
む
ね
40
歳
ま
で

募
集
要
項
　

申
込
書
（
申
込
書
は
当

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
申
込
書
は
市
販
の
履

歴
書
（
写
真
付
）
で
も
可
能
で
す
。）

締
切

10
月
１
日
採
用

　

９
月
20
日
㈭
　

午
後
５
時

平
成
20
年
４
月
１
日
採
用

　

３
月
14
日
㈮
　

午
後
５
時

問
い
合
わ
せ

国
東
市
民
病
院
管
理
課

☎
０
９
７
８
67
１
２
１
１

 

第
13
回
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
ジ
ャ
パ
ン

 

国
東
半
島
国
見
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

期
日
　

10
月
21
日
㈰

競
技
会
場
　

国
見
町
み
ん
な
ん
か
ん

　
　
　
　
　

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

部
門
　

総
合
の
部
・
年
齢
別
の
部
各

部
と
も
に
フ
ル
コ
ー
ス
（
男
・

女
）、
ハ
ー
フ
コ
ー
ス
（
男
・
女
）

参
加
資
格　

レ
ー
ス
当
日
フ
ル
18

歳
、
ハ
ー
フ
16
歳
以
上
（
18
歳
未
満

の
方
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

で
、
制
限
時
間
内
（
フ
ル
６
時
間
45

分
・
ハ
ー
フ
４
時
間
）
に
完
走
で
き

る
気
力
、
体
力
を
有
す
る
方

参
加
費
　

フ
ル
コ
ー
ス
１
０
、
０
０

０
円
・
ハ
ー
フ
コ
ー
ス
８
、
０
０
０

円
・
高
校
生
５
、
０
０
０
円

申
込
締
切
　

９
月
30
日
㈰
ま
で

申
込
・
問
い
合
わ
せ

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
７
８
68
１
１
７
１

 

平
成
19
年
度
市
単
林
道
舗
装
等

 
工
事
補
助
事
業
の
申
込
み
に
つ
い
て

　

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
が
充

分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
森

安
岐
総
合
支
所
地
域
産
業
課

☎
０
９
７
８
67
１
１
１
６

 

郵
便
局
で
の
市
税
等
の

 

自
動
払
込
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

10
月
１
日
㈪
か
ら
、
日
本
郵
政
公

社
が
民
営
化
・
分
社
化
さ
れ
、
通
常

郵
便
貯
金
は
、
新
会
社
「
株
式
会
社

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
」
に
引
き
継
が
れ
ま

す
。

　

現
在
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
口

座
番
号
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
市
税
等
の
自
動
払
込
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
様
に
改
め
て
お
手
続
き
し

て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　

税
務
課
市
民
税
係

☎
０
９
７
８
72
１
１
１
１

内
線
１
３
２

 

地
域
消
費
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

 

開
催
し
ま
す

　

参
加
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

日
時

10
月
２
日
㈫
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ア
ス
ト
く
に
さ
き
・
ア
グ
リ
ホ
ー
ル

講
演

「
県
内
の
消
費
生
活
相
談
の
状
況
」

・
講
演
「
く
ら
し
と
法
律
」
日
常
の

生
活
に
関
係
す
る
い
ろ
い
ろ
な
法

催
し

募
集

相
談

律
に
つ
い
て

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

商
工
観
光
課

☎
０
９
７
８
72
５
１
６
８

 

出
張
年
金
記
録
相
談
所
を

 

開
設
い
た
し
ま
す

 

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
、
ご
本
人

が
来
ら
れ
な
い
場
合
は
委
任
状
を
ご

持
参
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　

９
月
21
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

ア
ス
ト
く
に
さ
き
・
中
会
議
室

問
い
合
わ
せ

大
分
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課

☎
０
９
７‐

５
７
３‐

３
０
０
４

 

土
地
・
建
物
の
表
示
登
記
に

 

つ
い
て
の
無
料
相
談

日
時
　

９
月
30
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所
　

ア
ス
ト
く
に
さ
き
小
会
議
室

相
談
担
当
者

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
会
員

相
談
内
容
　

土
地
・
建
物
の
登
記
、

土
地
境
界
の
調
査
、
測
量
に
関
す
る

こ
と
、
土
地
筆
界
に
関
す
る
問
題

問
い
合
わ
せ

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎
０
９
７‐

５
３
２‐

７
７
０
９

申
込
期
限
　

９
月
25
日
㈫

問
い
合
わ
せ

国
東
市
役
所
林
業
水
産
課

☎
０
９
７
８
72
５
１
９
８

国
見
総
合
支
所
地
域
産
業
課

☎
０
９
７
８
82
１
１
１
３

武
蔵
総
合
支
所
地
域
産
業
課

☎
０
９
７
８
68
１
９
７
０

お
知
ら
せ

林
整
備
を
推
進
し
、
林
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
作
業
道
、
簡
易
作
業
路

の
整
備
に
要
す
る
経
費
を
補
助
す
る

事
業
で
す
。
申
込
み
に
つ
い
て
は
、

次
の
要
件
に
よ
り
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
各
総
合

支
所
地
域
産
業
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
前
回
要
望

を
提
出
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

　

な
お
、
予
算
範
囲
内
で
補
助
し
ま

す
の
で
、
今
回
の
申
込
み
箇
所
す
べ

て
の
要
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

要
件

⑴
３
戸
以
上
で
構
成
さ
れ
た
協
業
体

が
所
有
す
る
既
設
の
路
線
で
、
森

林
施
業
（
間
伐
、
枝
打
ち
、
下
刈

等
）
を
実
施
す
る
た
め
の
路
線
で

あ
る
こ
と
。

⑵
国
、
県
の
補
助
対
象
に
な
ら
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
。

補
助
金

⑴
補
助
額
は
補
助
対
象
経
費
（
設
計

額
）
の
45
％
以
内
と
す
る
。

⑵
事
業
対
象
額
は
設
計
額
で
下
限
を

20
万
円
以
上
、
上
限
を
２
０
０
万

円
以
下
と
す
る
。

60歳以上の方２名様まで入園無料！【904】

さらに、同伴のご家族５名様まで入園料を特別料金に！【W141・EW141】
大人1,000円（通常1,800円）・中人500円（通常1,200円）小人300円（通常800円）

　　　　　　　　　　　
■ 本券は60歳以上の方のみ有効です。（年齢を確認できる物をご提示ください。）
■ 本券をハーモニーランド入口チケット売場へご持参ください。
■ 他の割引特典との併用はできません。
■ 駐車料金（普通車１日300円）は別途必要となります。

おじいちゃん おばあちゃんファミリー割引券おじいちゃん おばあちゃんファミリー割引券
有効期間：平成19年９月15日㈯～10月21日㈰

ハーモニーランド

国東市
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●国東市役所
　（国東総合支所）
　☎（0978）72-1111㈹

●国見総合支所
　☎（0978）82-1111㈹

●武蔵総合支所
　☎（0978）68-1111㈹

●安岐総合支所
　☎（0978）67-1111㈹

●国東市消防本部
　☎（0978）72-1101

●国東市民病院
　☎（0978）67-1211㈹

ひとのうごき（7月31日現在）
　男　　16,323人（△4）
　女　　17,897人（△11）
　計　　34,220人（△15）
世帯数　13,641世帯（7）

KUNISAKI

情

報

情

報

くらしの

コーナー

くらしの

コーナー

9月の納税：固定資産税（２期）、国民健康保健税（６期）、介護保険料（４期）
納期限は10月1日（月） 問い合わせ　税務課　☎０９７８‐７２‐５１６２

 

平
成
19
年
度
少
年
の
主
張

 

大
分
県
大
会

　

書
類
審
査
を
経
て
選
考
さ
れ
た
県

内
の
10
名
の
中
学
生
が
出
場
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

日
時

９
月
28
日
㈮
　

午
後
１
時
20
分
〜

場
所

ア
ス
ト
く
に
さ
き
・
ア
ス
ト
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
　

市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
　

☎
０
９
７
８
72
２
１
２
１

 

お
じ
い
ち
ゃ
ん 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
が

60
歳
以
上
入
園
無
料

　

９
月
17
日
の
敬
老
の
日
と
、
10
月

21
日
の
ま
ご
の
日
に
ち
な
み
、
家
族
３

世
代
で
お
楽
し
み
い
た
だ
こ
う
と
い

う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。
本
紙
に
掲
載

の
割
引
券
を
切
り
取
っ
て
、
年
齢
証

明
（
保
険
証
等
）
と
一
緒
に
ご
持
参
の

60
歳
以
上
の
方
２
名
様
ま
で
入
園
無

料
。
同
伴
の
ご
家
族
５
名
様
ま
で
入

園
料
が
特
別
料
金
に
な
り
ま
す
。

期
間
　

９
月
15
日
㈯
〜
10
月
21
日
㈰

会
場
　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
（
県
営

都
市
公
園
）

問
い
合
わ
せ
　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド

☎
０
９
７
７
73
１
１
５
５

 

国
東
市
民
病
院
の
職
員
を

 

募
集
し
ま
す

職
種
・
募
集
人
員
　

看
護
師
（
若
干

名
）・
検
査
技
師
（
１
名
）・
臨
床
工

学
技
士
（
１
名
）

条
件
　

各
職
種
と
も
免
許
保
持
者
及

び
平
成
19
年
度
実
施
の
試
験
で
免
許

取
得
見
込
み
の
方

年
齢
制
限

　

看
護
師
　

30
歳
未
満
（
昭
和
53
年

４
月
２
日
以
降
に
出
生
し
た
方
）

　

検
査
技
師
・
臨
床
工
学
技
士
　

25

歳
以
下
（
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降

に
出
生
し
た
方
）

採
用
予
定
日
　

平
成
20
年
４
月
１
日

募
集
要
項
　

申
込
書
（
申
込
書
は
当

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
申
込
書
は
市
販
の
履

歴
書
（
写
真
付
）
で
も
可
能
で
す
。）

（
８
／
１
〜
15
ま
で
の
届
出
分
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す　
（
敬
称
略
）

８
月

２
日
　

国
東
町
富
来
浦

　
　
　
　
　

金
高
　

進
吉
（
76
歳
）

３
日
　

国
見
町
竹
田
津

　
　
　
　
　

三
重
野
フ
ミ
ヱ
（
89
歳
）

　
　
　

安
岐
町
明
治

　
　
　
　
　

村
上
　

芳
昭
（
79
歳
）

４
日
　

安
岐
町
中
園

　
　
　
　
　

小
川
　

倡
吉
（
94
歳
）

　
　
　

国
東
町
富
来
浦

　
　
　
　
　

中
請
　

勇
德
（
82
歳
）

５
日
　

国
東
町
大
恩
寺

　
　
　
　
　

田
口
ハ
ツ
子
（
86
歳
）

６
日
　

国
見
町
岐
部

　
　
　
　
　

岐
部
フ
ミ
ヱ
（
105
歳
） 　

　
　

国
東
町
横
手

　
　
　
　
　

佐
藤
ア
サ
ヱ
（
83
歳
）

８
日
　

国
見
町
岐
部

　
　
　
　
　

栗
林
ト
ミ
ヱ
（
85
歳
）

９
日
　

国
東
町
浜

　
　
　
　
　

山
本
　
　

久
（
92
歳
）

　
　
　

国
東
町
北
江

　
　
　
　
　

金
澤
　
　

隆
（
65
歳
）

10
日
　

国
見
町
鬼
籠

　
　
　
　
　

猪
俣
ハ
ツ
子
（
76
歳
）

11
日
　

国
見
町
岐
部

　
　
　
　
　

井
上
チ
ヨ
子
（
89
歳
）

12
日
　

国
東
町
鶴
川

　
　
　
　
　

中
島
　

岩
夫
（
88
歳
）

　
　
　

安
岐
町
下
原

　
　
　
　
　

林
田
　

和
良
（
73
歳
）

７
月
　

24
日
　

武
蔵
町
糸
原
　
　

佐
藤
　

佑
樹
（
純
次
・
祐
紀
子
）

　
　
　

29
日
　

安
岐
町
瀬
戸
田
　

藤
原
　

彩
花
（
広
人
・
浩
子
）

　
　
　

30
日
　

安
岐
町
向
陽
台
　

古
野
　

稜
汰
（
敦
志
・
ま
り
子
）

　
　
　

31
日
　

武
蔵
町
内
田
　
　

吉
田
　

彩
音
（
貴
樹
・
省
子
）

　
　
　
　
　
　

国
東
町
大
恩
寺
　

松
井
　

新
汰
（
祥
太
郎
・
陽
子
）

８
月
　

２
日
　

国
東
町
鶴
川
　
　

江
藤
　

央
晴
（
優
志
・
明
紀
）

　
　
　
　
　
　

武
蔵
町
向
陽
台
　

工
藤
　

健
真
（
昌
良
・
有
希
乃
）

　
　
　
　
　
　

安
岐
町
中
園
　
　

林
　
　

悠
真
（
倫
宏
・
恵
子
）

　
　
　

３
日
　

武
蔵
町
向
陽
台
　

財
前
　

月
菜
（
基
治
・
真
理
）

　
　
　

７
日
　

安
岐
町
吉
松
　
　

河
野
　

心
音
（
一
・
美
和
）

　
　
　
　
　
　

武
蔵
町
向
陽
台
　

金
江
　

徹
平
（
雄
三
・
由
美
子
）

（
　
　

）
内
は
保
護
者
の
名
前
（
８
／
１
〜
15
ま
で
の
届
出
分
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
!

お
誕
生
お
め
で
と
う
!　
（
敬
称
略
）

か

あ
や

あ
や

た

り
ょ
う

き

ゆ
う

ね

あ
ら
た

お
う

せ
い

し
ん

け
ん

ま

ゆ
う

な

る

ね

こ
こ

ぺ
い

て
っ

締
切

９
月
20
日
㈭
　

午
後
５
時
（
郵
送
の

場
合
９
月
20
日
ま
で
の
消
印
有
効
）

試
験
期
日

10
月
４
日
㈭
　

国
東
市
民
病
院

試
験
内
容

作
文
・
口
述
試
験
・
健
康
診
断

○
臨
時
職
員

職
種
　

調
理
員

採
用
予
定
日

10
月
１
日
及
び
平
成
20
年
４
月
１
日

募
集
人
員

採
用
予
定
日
ご
と
に
各
１
名

年
齢
制
限
　

お
お
む
ね
40
歳
ま
で

募
集
要
項
　

申
込
書
（
申
込
書
は
当

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
申
込
書
は
市
販
の
履

歴
書
（
写
真
付
）
で
も
可
能
で
す
。）

締
切

10
月
１
日
採
用

　

９
月
20
日
㈭
　

午
後
５
時

平
成
20
年
４
月
１
日
採
用

　

３
月
14
日
㈮
　

午
後
５
時

問
い
合
わ
せ

国
東
市
民
病
院
管
理
課

☎
０
９
７
８
67
１
２
１
１

 

第
13
回
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
ジ
ャ
パ
ン

 

国
東
半
島
国
見
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

期
日
　

10
月
21
日
㈰

競
技
会
場
　

国
見
町
み
ん
な
ん
か
ん

　
　
　
　
　

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

部
門
　

総
合
の
部
・
年
齢
別
の
部
各

部
と
も
に
フ
ル
コ
ー
ス
（
男
・

女
）、
ハ
ー
フ
コ
ー
ス
（
男
・
女
）

参
加
資
格　

レ
ー
ス
当
日
フ
ル
18

歳
、
ハ
ー
フ
16
歳
以
上
（
18
歳
未
満

の
方
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

で
、
制
限
時
間
内
（
フ
ル
６
時
間
45

分
・
ハ
ー
フ
４
時
間
）
に
完
走
で
き

る
気
力
、
体
力
を
有
す
る
方

参
加
費
　

フ
ル
コ
ー
ス
１
０
、
０
０

０
円
・
ハ
ー
フ
コ
ー
ス
８
、
０
０
０

円
・
高
校
生
５
、
０
０
０
円

申
込
締
切
　

９
月
30
日
㈰
ま
で

申
込
・
問
い
合
わ
せ

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
７
８
68
１
１
７
１

 

平
成
19
年
度
市
単
林
道
舗
装
等

 

工
事
補
助
事
業
の
申
込
み
に
つ
い
て

　

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
が
充

分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
森

安
岐
総
合
支
所
地
域
産
業
課

☎
０
９
７
８
67
１
１
１
６

 

郵
便
局
で
の
市
税
等
の

 

自
動
払
込
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

10
月
１
日
㈪
か
ら
、
日
本
郵
政
公

社
が
民
営
化
・
分
社
化
さ
れ
、
通
常

郵
便
貯
金
は
、
新
会
社
「
株
式
会
社

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
」
に
引
き
継
が
れ
ま

す
。

　

現
在
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
口

座
番
号
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
市
税
等
の
自
動
払
込
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
様
に
改
め
て
お
手
続
き
し

て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　

税
務
課
市
民
税
係

☎
０
９
７
８
72
１
１
１
１

内
線
１
３
２

 

地
域
消
費
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

 

開
催
し
ま
す

　

参
加
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

日
時

10
月
２
日
㈫
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ア
ス
ト
く
に
さ
き
・
ア
グ
リ
ホ
ー
ル

講
演

「
県
内
の
消
費
生
活
相
談
の
状
況
」

・
講
演
「
く
ら
し
と
法
律
」
日
常
の

生
活
に
関
係
す
る
い
ろ
い
ろ
な
法

催
し

募
集

相
談

律
に
つ
い
て

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

商
工
観
光
課

☎
０
９
７
８
72
５
１
６
８

 

出
張
年
金
記
録
相
談
所
を

 

開
設
い
た
し
ま
す

 

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
、
ご
本
人

が
来
ら
れ
な
い
場
合
は
委
任
状
を
ご

持
参
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　

９
月
21
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

ア
ス
ト
く
に
さ
き
・
中
会
議
室

問
い
合
わ
せ

大
分
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課

☎
０
９
７‐

５
７
３‐

３
０
０
４

 

土
地
・
建
物
の
表
示
登
記
に

 

つ
い
て
の
無
料
相
談

日
時
　

９
月
30
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所
　

ア
ス
ト
く
に
さ
き
小
会
議
室

相
談
担
当
者

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
会
員

相
談
内
容
　

土
地
・
建
物
の
登
記
、

土
地
境
界
の
調
査
、
測
量
に
関
す
る

こ
と
、
土
地
筆
界
に
関
す
る
問
題

問
い
合
わ
せ

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎
０
９
７‐

５
３
２‐

７
７
０
９

申
込
期
限
　

９
月
25
日
㈫

問
い
合
わ
せ

国
東
市
役
所
林
業
水
産
課

☎
０
９
７
８
72
５
１
９
８

国
見
総
合
支
所
地
域
産
業
課

☎
０
９
７
８
82
１
１
１
３

武
蔵
総
合
支
所
地
域
産
業
課

☎
０
９
７
８
68
１
９
７
０

お
知
ら
せ

林
整
備
を
推
進
し
、
林
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
作
業
道
、
簡
易
作
業
路

の
整
備
に
要
す
る
経
費
を
補
助
す
る

事
業
で
す
。
申
込
み
に
つ
い
て
は
、

次
の
要
件
に
よ
り
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
各
総
合

支
所
地
域
産
業
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
前
回
要
望

を
提
出
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

　

な
お
、
予
算
範
囲
内
で
補
助
し
ま

す
の
で
、
今
回
の
申
込
み
箇
所
す
べ

て
の
要
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

要
件

⑴
３
戸
以
上
で
構
成
さ
れ
た
協
業
体

が
所
有
す
る
既
設
の
路
線
で
、
森

林
施
業
（
間
伐
、
枝
打
ち
、
下
刈

等
）
を
実
施
す
る
た
め
の
路
線
で

あ
る
こ
と
。

⑵
国
、
県
の
補
助
対
象
に
な
ら
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
。

補
助
金

⑴
補
助
額
は
補
助
対
象
経
費
（
設
計

額
）
の
45
％
以
内
と
す
る
。

⑵
事
業
対
象
額
は
設
計
額
で
下
限
を

20
万
円
以
上
、
上
限
を
２
０
０
万

円
以
下
と
す
る
。

60歳以上の方２名様まで入園無料！【904】

さらに、同伴のご家族５名様まで入園料を特別料金に！【W141・EW141】
大人1,000円（通常1,800円）・中人500円（通常1,200円）小人300円（通常800円）

　　　　　　　　　　　
■ 本券は60歳以上の方のみ有効です。（年齢を確認できる物をご提示ください。）
■ 本券をハーモニーランド入口チケット売場へご持参ください。
■ 他の割引特典との併用はできません。
■ 駐車料金（普通車１日300円）は別途必要となります。

おじいちゃん おばあちゃんファミリー割引券おじいちゃん おばあちゃんファミリー割引券
有効期間：平成19年９月15日㈯～10月21日㈰

ハーモニーランド

国東市



氷
が

と
け
て

家
の
ま
わ
り
は

海
に

な
っ
ち
ゃ
う
ネ

で
も

そ
し
た
ら

お
ま
か
せ

９
月
に

な
っ
て
も

暑
い
の

ま
い
っ

ち
ゃ
う
な

ぜ
ん
ぜ
ん

涼
し
く
な
ら
ん

ゲ
プ

い
つ
も

泳
げ
て

涼
し
い
ぞ

と
う
ち
ゃ
ん

オ
ー

白
ク
マ
発
見

す
ご
い
の
ー

地
球
温
暖
化
か

北
極

の氷
も

と
け
て

な
く
な
る

ち
ゅ
う
し

※この物語はフィクションです。あしからず

新新ガッツだ
おまかせくん!

小学校編

作　ロナウジーニョ太郎 No.18

編
集
後
記

編
集
後
記

表紙の説明表紙の説明

２
０
０
７
年
９
月
号

編
集・国
東
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課

No.18

（
☎
０
９
７
８
72
５
１
６
１・Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
８
72
１
８
２
２
）  

印
刷・佐
伯
印
刷
㈱

国
東
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://w
w
w
.city.kunisaki.oita.jp

大切な人の思い出を胸に
今在家で精霊流し

　

国
東
町
富
来
浦
の
萬
弘
寺
に
伝
わ
る
桧
材

に
よ
る
寄
木
造
の
如
来
坐
像
で
、
像
高
は
八

〇
・
八
㎝
に
な
り
ま
す
。
胎
内
に
墨
書
銘
が

あ
り
、
こ
の
像
は
文
和
三
年
（
一
三
五
四

年
）
に
、
富
来
忠
茂
ほ
か
富
来
一
族
の
願
主

に
よ
り
造
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

頭
上
に
高
く
髻
（
も
と
ど
り
）
を
結
っ
て

冠
台
を
戴
い
て
い
ま
す
。
こ
の
部
分
は
以
前

に
損
失
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
10
年
度
に

保
存
修
理
を
行
っ
た
時
に
復
元
を
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
仏
像
の
保
存
修
理
に
は
専

門
的
技
術
や
実
績
の
あ
る
業
者
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
こ
の
時
は
仏
像
を
京
都
ま
で
搬
送

し
、
京
都
の
業
者
が
補
修
し
ま
し
た
。

国
東
町 「
木
造
釈
迦
如
来
坐
像
」

県
指
定
有
形
文
化
財

◆
県
内
の
市
町
村
対
抗
の
ふ
る
さ
と
自

慢
の
手
作
り
Ｃ
Ｍ
コ
ン
ク
ー
ル「
第
５
回

大
分
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」に
国
東
市
か

ら
も
出
品
し
ま
し
た
。今
回
の
Ｃ
Ｍ
は
30

秒
の
作
品
で
、企
画・演
出・撮
影・編
集
な

ど
全
て
市
職
員
の
手
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、撮
影
に
あ
た
り
、安
岐
町
諸
田
区

の
村
上
区
長
さ
ん
、諸
田
御
田
植
祭
保
存

会
、銀
た
ち
の
郷
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、無
事
撮
影
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。な
お
、大
賞
を
決
定
す
る
番
組
の
収

録
が
９
月
19
日
、放
送
は
11
月
12
日
の
予

定
で
す
が
、収
録
に
先
立
っ
て
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
投
票
が
９
月
７
日
か
ら
17
日
ま

で
、Ｏ
Ａ
Ｂ
大
分
朝
日
放
送
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
行
わ
れ
ま
す
。投
票
の
結
果
も

審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
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田
川
）

今月の表紙は、８月16日㈭に国東町今在
家区で行われた精霊流し。小麦わらで編
んだ「極楽丸」を曳いて区内を回り、王
子ヶ浜で読経した後、舟に火がつけられ、
供養に集まった遺族や夕涼みに訪れた皆
さんが精霊を見送りました。

いにしえの宝を
未来につなぐ

仏の里くにさき
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